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1.1 計画策定の背景・目的 

本市は、平成17年 1月に、旧宇土郡三角町、不知火町、下益城郡松橋町、小川町、豊野町の5

町が合併して誕生しました。熊本県の中央部に位置し、東西約 31.2km、南北 13.7km と東西に

長い形状で、北は熊本市・宇土市、東は下益城郡美里町、南は八代市・八代郡氷川町、西は上天草

市にそれぞれ境を接しています。そのため、市民の日常生活に関する圏域は、本市のみならず、隣

接市町等も含めて形成されている状況です。 

こうした状況の中、本市の公共交通はJR（鹿児島本線・三角線）、路線バス及び予約制乗合タク

シーから形成されています。この中で、地域公共交通といわれる路線バスは、松橋産交や三角産交

を拠点に、主に本市～周辺市町を結ぶ路線が運行しています。一方、乗合タクシーは、路線バスが

運行していない又は運行が廃止された交通空白地域において、地域住民の移動手段を確保するため、

平成20年度の小川町海東地区を皮切りに、現在市内4地区（小川町海東方面・三角町戸馳地区・

不知火町長崎地区・小川町小野部田地区）で運行しています。 

しかし、人口減少や少子化の影響などから地域公共交通の利用者数は減少する一方であり、その

結果、地域公共交通を維持するための行政負担額は増加しています。さらには、地域公共交通の運

行を担う交通事業者においては、運転手の高齢化や運転手不足などの問題に直面しており、地域公

共交通の維持そのものが危惧される状況となっています。 

地域公共交通は、今後さらに進展する高齢社会への対応や交流人口の拡大等から、本市が持続的

に発展するために欠かせない基盤であり、将来にわたり持続可能な地域公共交通体系の構築が急務

となっています。 

本計画は、交通政策基本法及び改正地域公共交通活性化再生法に基づき、本市の持続可能な地域

公共交通網を形成することを目的に、市民や利用者の移動実態やニーズ等を踏まえつつ、本市が目

指す将来まちづくりの方針とも連携した地域公共交通のマスタープランとして策定するものです。 

1.2 計画策定の区域 

 計画の区域は市全域としますが、必要に応

じて周辺市町も含めて検討します。 

第１章 はじめに 
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1.3 計画の期間 

 2019年（平成31年 4月）から2025年3月までの6年間とします。 

 なお、計画期間内においても、必要に応じて計画の見直し・修正を行います。 

1.4 計画の位置づけ 

 本計画は、「第 2次宇城市総合計画」を上位計画として、まちづくりに関連する「宇城市都市計

画マスタープラン」や「宇城市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、その他福祉等に関する計画な

ど、関連計画との整合性を考慮して策定します。 

第２次宇城市総合計画（2017年度 2024 年度） 

宇城市地域公共交通網 
形成計画 

整
合 宇城市都市計画 

マスタープラン 

宇城市地域公共交通 
総合連携計画 

整合 整合 

発展 

連
携 

連
携 

その他関連計画 
宇城市まち・ひと・しごと創生総合戦略

宇城市「駅まち☆未来創生会議」 

宇城市公共施設等総合管理計画 

宇城市高齢者保健福祉計画・ 
介護保険事業計画（第7期） 

連携 

他市の関連計画 

上天草市地域公共交通網形成計画 

熊本地域公共交通網形成計画 

八代市地域公共交通再編実施計画 

美里町地域公共交通網形成計画 
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2.1 地域特性 

（1）市全体の人口等の推移 

市全体の人口は年々減少している状況であり、約20年間で7％減少している状況です。 

また、65歳以上の高齢化率も約30%となっている状況です。 

人口減少及び高齢化の進展は、県全体と比較しても著しい状況です。 

それらの動向は将来的にもさらに進展する予測となっており、2035年には65歳以上の高齢者

人口も減少する見込みです。 

11,083 9,882 8,740 8,272 7,833 7,456 6,994 6,457 5,975 5,551 5,146

40,031 39,303 38,258 36,357 33,129
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人
口
伸
び
率
・

高
齢
化
率
（
％
）

人
口
（
人
）

15歳未満人口 15～64歳人口 65歳以上人口 熊本県：65歳以上

人口割合 （％）

宇城市：65歳以上

人口割合 （％）

熊本県：人口伸び率

(平成7年を1.0とする)

宇城市：人口伸び率

(平成7年を1.0とする)

現況 将来推計

（64,008）

※（ ）は総数

（63,968） （63,089） （61,878）
（59,756）

（57,357）
（54,701）

（51,908）
（49,059）

（46,124）
（43,116）

出典：国勢調査（各年10月１日現在） 

：国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口 

（平成30年推計） 

第２章 宇城市の現状 
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（2）その他人口等の特性 

一方、世帯数に関しては増加している状況であり、１世帯当たりの人員は年々減少していますが、

2.79人/世帯と県全体と比較して多くなっています。 

65 歳以上の高齢単身者世帯の割合は約 12%で、年々増加していますが、県全体と同程度とな

っています。 

出典：国勢調査（各年10月１日現在）
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出典：国勢調査（各年10月１日現在）
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（3）地域別の人口特性 

地域別では、松橋町はほぼ横ばいで推移していますが、豊野町や三角町において人口減少が著し

い状況です。これら地域においては、65 歳以上の高齢化率も 35％を超えており他地域と比較し

て高い状況です。 

11,114 10,305 9,697 8,589 7,719

9,960 9,804 9,608 9,265 8,780

23,867 25,010 25,335 26,103 26,060
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出典：国勢調査（各年10月１日現在）

出典：国勢調査（各年10月１日現在）
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（4）人口分布等の特性 

人口分布は、松橋町の市街地に人口が集中しており、その他小川町や三角町など駅周辺に人口集

積が見られます。バス路線沿線には人口が薄く拡がっている状況です。 

三角町や不知火町においては、山間地に人口が点在しているのが見受けられます。 

これらの地域においては、市街地やバス路線沿線と比較して高齢化率が高い状況がうかがえます。 

出典：平成27年国勢調査250mメッシュ

【 人口総数 】

【 高齢化率 】

【人口分布】 

【高齢化率の分布】 

出典：平成27年国勢調査250mメッシュ



7 

（5）各種施設の分布状況 

公共施設は各地域に分散しており、県立高校が2校、支援学校が3校立地しています。 

商業施設は、松橋市街地に多く立地し、その他各地域にも立地していますが、豊野町にはスーパ

ー等の立地が見られない状況です。 

医療施設は各地域に立地していますが、特定の科目（眼科や耳鼻科など）は立地に偏りが見られ

ます。 

その他観光施設は、世界文化遺産に登録されている三角西港をはじめとして、自然、文化等に関

する施設が多数存在しますが、それらは分散して立地し、バス路線沿線以外にも立地している状況

です。 

（6）通勤通学に関する特性 

15 歳以上の市内居住者の通勤先は、

市内が約 60%を占めていますが、熊

本市へ通勤している人も多く見られ、

その他宇土市や八代市への流動も見

られる状況です。 

一方、通学に関しては、市内が約

36％と低く、40％が熊本市へ通学し

ている状況です。 

通勤通学時の利用交通手段は、自家

用車が約74%を占め、鉄道が約8%、

バスが約2%となっており、隣接する

宇土市や氷川町と大きく変わらない

状況ですが、県全体と比較すると、自

家用車への依存が高い状況です。 

【通学】 

出典：平成27年国勢調査 

出典：平成27年国勢調査 

【通勤】 
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（7）買い物先に関する特性 

日常生活に必要となる最寄品に関しては、市内の施設に依存している状況ですが、宇土市や美里

町、氷川町からの流動が見られる状況です。 

一方、買回品に関しては、熊本市や嘉島町への依存も見られる状況です。 

【最寄品】 【買回品】 

【生鮮食品の買物場所】 【一般食品の買物場所】 

出典：熊本県消費動向調査報告書 出典：熊本県消費動向調査報告書 

出典：熊本県消費動向調査報告書 出典：熊本県消費動向調査報告書 
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2.2 地域公共交通の現状 

（1）地域公共交通網 

本市の公共交通網はJR（鹿児島本線・三角線）、路線バス及び予約制乗合タクシーから形成され

ています。 

JRは、鹿児島本線の松橋駅、小川駅、三角線の石打ダム駅、波多浦駅、三角駅があります。 

路線バスは、松橋地域と三角地域でそれぞれ路線網が構築されており、両地域は産交バス「松橋

産交－三角産交」線で結ばれています。 

また、松橋と八代間、さらには砥用（美里町）や宇土市・熊本市を結ぶ路線が運行していますが、

JRと路線バスが並行して運行する区間等も見られる状況です。 

なお、松橋町においては、松橋駅と松橋産交の２つが交通拠点となっています。 

一方、本市においては、最寄りバス停 500m 以遠の地域を交通空白地として位置づけており、

全市で26行政区、約4,700人が居住している状況です。 

その他、交通空白地への対策として長崎地区と小野部田地区で予約制乗合タクシーを運行してお

り、路線バスの廃止代替路線として、海東方面と戸馳地区においても予約制乗合タクシーが運行し

ています。 
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【バス停及び JR 駅 500m 圏域と人口分布等の状況】 

【 人口総数 】

出典：平成27年国勢調査250mメッシュ

【 高齢化率 】

出典：平成27年国勢調査250mメッシュ
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地　　区 全体人口 うち６５才以上 高齢化率（％）

1 向　山 63 28 44.4

2 山　田 76 40 52.6

3 千　房 38 15 39.5

4 馬　場 154 66 42.9

5 八　柳 45 19 42.2

6 開　拓 34 13 38.2

7 古　場 116 47 40.5

8 底　江 112 35 31.3

　計 638 263 41.2

9 椋　倉 1 1 100

10 新　村 58 28 48.3

11 浦　上 134 58 43.3

12 古屋敷 74 32 43.2

　計 267 119 44.6

13 御　船 235 85 36.2

14 砂　川 334 125 37.4

15 沖　塘 150 50 33.3

16 六地蔵 64 25 39.1

17 北萩尾 238 92 38.7

18 内　田 378 151 39.9

　計 1,399 528 37.7

行政区

三角地区
(8行政区)

不知火地区
(4行政区)

松橋地区
(6行政区)

平成30年3月31日現在

地　　区 全体人口 うち６５才以上 高齢化率（％）

19 南新田 306 101 33

20 新　田 289 122 42.2

21 下住吉 200 56 28

22 不知火 60 16 26.7

　計 855 295 34.5

23 下　郷 830 336 40.5

24 中　間 238 125 52.5

25 下上郷 296 118 39.9

26 上上郷 198 80 40.4

　計 1,562 659 42.2

4,721 1,864 39.5

4,066 1,619 39.8

59,928 19,069 31.8

地区（26行政区）　計

100人以上15行政区　計

宇城市　計

行政区

小川地区
(4行政区)

豊野地区
(4行政区)

【交通空白地（バス停及び JR駅 500m 圏域外）の行政区】 

出典：市資料
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（2）地域公共交通のサービス水準 

系　統 平　日 土曜日 日祝日 系　統 平　日 土曜日 日祝日

 超快速あまくさ号 10 10 10  三角～大口線 7 0 0

 快速あまくさ号 20 20 20  三角～宇土駅線 16 16 12

 鏡線 20 12 12  三角～小田良線 10 0 2

 八代宮原線 22 18 18  黒崎環状線 4 0 0

 宇土駅～松橋線Ａ 63 44 36  三角病院～さんぱーる 13 0 0

 宇土駅～松橋線Ｂ 3 0 0  三角産交～さんぱーる 24 21 21

 宇土～砥用線 2 2 0  交通センター～松橋駅 11 6 0

 松橋駅～砥用線 22 22 20  交通センター～段鶴 4 4 0

 松橋～三角線 18 18 18 合　　　計 269 193 169

【JRの運行本数】 

上　り
（熊本方面）

下　り
（八代方面）

計
上　り

（熊本方面）
下　り

（八代方面）
計

松橋駅

小川駅

上　り
（熊本方面）

下　り
（三角方面）

計
上　り

（熊本方面）
下　り

（三角方面）
計

三角駅 16 16 32 19 19 38

平　日 日　祝　日

45 44 89 43 43 86

平　日 日　祝　日

【路線バスの運行本数】（再掲） 
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各地域で導入されている乗合タクシーは、各地域から商業施設や医療施設、その他施設が立地する最

寄りの中心部等まで運行する形態となっています。 

海東方面と戸馳地区に関しては月曜日～土曜日まで平日5往復程度、土曜2往復運行していますが、

長崎地区と小野部田地区においては、週2日、平日2往復の運行となっています。 

予約時間に関しては、午前の便に関しては前日までの予約となっており、利用料金は200～400円

と安価に設定されています。

対象 運行日 運行便数 運行ダイヤ 予約時間 利用料金 
小川町 
海東方面 

月曜日 
 土曜日

海東方面発 
⇒小川中心部着 

  平日 5便 
  土曜 2便 

海東方面発 
⇒小川中心部着 
8:00,9:00,11:00, 
13:00,15:00（平日） 
9:00,13:00（土曜） 

午前の便 
 前日の 14:00 

17:00 
午後の便 
 前日の 14:00 

17:00 
 当日の 8:00 

11:00 

表南小川、日岳町など 
⇔目的地：200 円 

野添、宮原、蓮仏など 
⇔目的地：300 円 

弦巻、田中、小園など 
⇔目的地：400 円 

小川中心部発 
⇒海東方面着 

  平日 4便 
  土曜 2便 

小川中心部発 
⇒海東方面着 
10:00,12,00,14,00, 
16:00（平日） 
11:00,15:00（土曜） 

三角町 
戸馳地区

月曜日 
 土曜日

戸馳方面発 
⇒三角中心部着 

  平日 5便 
  土曜 2便 

戸馳方面発 
⇒三角中心部着 
8:00,9:30,11:00, 
13:00,15:00（平日） 
9:00,13:00（土曜） 

午前の便 
 前日の 8:00 

12:00 
午後の便 
 前日の 8:00 

12:00 
 当日の 8:00 

12:00 

戸馳地域内の全ての地区 
⇔戸馳郵便局・佐藤医院等

：200 円 

田井浦地区 
⇔目的地：250 円 

内潟地区、野崎地区 
⇔目的地：300 円 

本村地区 
⇔目的地：350 円 

片島地区 
⇔目的地：400 円 

三角中心部発 
⇒戸馳方面着 

  平日 5便 
  土曜 2便 

三角中心部発 
⇒戸馳方面着 
10:30,11,30,12,30, 
14:30,18:00（平日） 
11:00,15:00（土曜） 

不知火町
長崎地区

火曜日 
・木曜日 

長崎地区発 
⇒不知火中心部着 

  平日 2便 

長崎地区発 
⇒不知火中心部着 
9:00,13,00 

午前の便 
 前日の 14:00 

17:00 
午後の便 
 前日の 14:00 

17:00 
 当日の 8:00 

11:00 

長崎 1区、長崎 2 区 
⇔目的地：200 円 

不知火中心部発 
⇒長崎地区着 

  平日 2便 

不知火中心部発 
⇒長崎地区着 
11:00,15:00 

小川町 
小野部田 
地区 

火曜日 
・金曜日 

小野部田地区発 
⇒小川中心部着 

  平日 2便 

小野部田地区発 
⇒小川中心部着 
8:30,13,30 

午前の便 
 前日の 14:00 

17:00 
午後の便 
 前日の 14:00 

17:00 
 当日の 8:00 

11:00 

北部田、南部田 
⇔目的地：200 円 

北小野、中小野、 
南小野地区⇔目的地 

：300 円 

小川中心部発 
⇒小野部田地区着 

  平日 2便  

小川中心部発 
⇒小野部田地区着 
11:35,15:35 
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（3）地域公共交通の利用状況 

松橋駅の乗車人員は約 1,800 人/日、小川駅は約 1,200 人/日となっており、熊本以南の鹿児

島本線の駅では、熊本、八代、新八代、宇土に次いで多くなっていますが、三角駅は400人/日と

少なく、その他三角線の駅も利用者数は少ない状況です。 

なお、路線の通過人員で見ると、30年間で鹿児島本線（熊本～八代間）では約4割、三角線で

約5割減少している状況です。 

▲JR 駅の乗車人員（資料：JR九州 2017、数字がない駅は不明：上位 300 位以下）

路線バスの利用者数は、H30において799千人となっており、熊本地震の影響などもあります

が、H24と比較して約4割減少している状況です。 

これらの傾向は、民間事業者が運行している全体的な傾向と比較して減少率が高い状況であり、

本市におけるバス離れが進んでいることがうかがえます。 

▲路線バスの利用者数の推移（前年10 月 当年 9月） 
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乗合タクシーの利用者数は、H24 と比較して H29 では全ての地域で減少していますが、海東

方面においては、H28と比較して増加している状況です。 

長崎地区においては、人口減少の影響もあり、年間 40 人、運行日の 1 日あたり 1 人未満の利

用状況となっています。 

一方、海東方面では1日あたり約14人の利用が見られ、戸馳地区や小野部田地区では10人未

満となっています。 

1便あたりの利用者数では、海東方面や小野部田地区においてH29で 2.0 人以上と乗合が定着

していますが、戸馳地区や長崎地区では1.0人台となっています。 

▲乗合タクシーの利用者数の推移 

▲1日あたりの乗合タクシーの利用者数の推移 
（海東・戸馳は 296 日、小野部田・長崎は 102日で計算） 

▲1便あたりの乗合タクシーの利用者数の推移 
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（4）地域公共交通に係る財政負担の状況 

路線バスに対する欠損補助額は年々増加し、平成30年度において100,848千円となっており、

平成24年度と比較して約1.3 倍、約21,683千円増加となっています。 

要因として燃料費の高騰などもありますが、利用者数の減少が大きく影響しています。 

また、系統別では、松橋産交～三角産交が 41,791 千円/年と全体の 40％以上を占め、他の系

統より突出している状況です。 

その他、松橋～八代間の系統や三角～宇土間の系統で多くなっています。 

▲路線バスに対する欠損補助額の推移（前年 10 月 当年 9月）

▲系統別の状況（H29.10 H30.9 の実績値） ※宇城市負担分のみ

※欠損補助額の一部には、特別交付税及び熊本県生活交通維持・活性化交付金が充てられています。 
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一方、乗合タクシーに対する補助金額は H29 で合計 5,497 千円となっており、近年減少傾向

となっています。その要因としては、戸馳地区などにおける利用者数の減少となっています。 

地域別では、利用者数が多い海東方面が補助金額の多くを占めており、その他地域では少ない状

況です。 

ただし、利用者 1回あたりの補助金額で見ると、海東方面より戸馳地区の方が高くなっており、

約1,000円/人となっています。 

収支率（運賃収入/経費×100）は、小野部田地区で 35%と近年増加していますが、その他地

域においては減少しており、海東方面でも30%未満となっています。 

▲乗合タクシー補助金額の推移 

▲利用者 1回あたり乗合タクシー補助金額の推移 

▲乗合タクシーの収支率の推移 

※補助金額の一部には、特別交付税及び熊本県生活交通維持・活性化交付金が充てられています。 
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（5）スクールバスの運行状況等 

本市では小中学生の通学手段として、三角小学校、豊野小学校、不知火中学校でスクールバスを

運行しています。 

三角小学校のスクールバスは2台（定員計93人）で運行し、51人が利用しています。 

また、不知火中学校のスクールバスは１台（定員29人）で運行し、23人が利用しています。 

不知火中学校については、路線バスと運行ルートが重複していますが、運行ダイヤが三角産交発

5:50、不知火中学校前着6:50となっており、30分程度時間がずれています。 

路線バス（黒崎環状線、三角産交～小田良線、三角産交～大口線等）を利用して青海小学校、三

角小学校、三角中学校に通学する生徒に対しては、定期券による遠距離通学補助（年間 7,035 千

円）をしています。 

【各小中学校周辺拡大図】 
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路線名 運行日 登校便 下校便 利用者数 

三角小学校 

路線１ 
（1 号車） 

開校日 
月、火、木、金

三角小学校着 
8:00 

三角小学校発 
15:30、16:30、18:40 

51 人 

〔定員〕 
1 号車：46人 
2 号車：47人 
合計 ：93人

開校日 
水 

三角小学校発 
15:20 

路線２ 
（2 号車） 

開校日 
月、火、木、金

三角小学校発 
15:30、16:30、18:40 

開校日 
水 

三角小学校発 
15:20 

路線３ 
（1 号車） 土曜日 三角小学校発 

12:10 

豊野小学校 － 豊野小学校着 
7:00 

豊野小学校発 
15:00 

10 人 

〔定員〕 

15 人

不知火中学校 

4 10 月、 
3 月 

開校日 
月、火、木、金

不知火中学校着 
7:20 

不知火中学校発 
16:40、18:00、19:10 

23 人 

〔定員〕 

29 人

開校日 
水 

不知火中学校発 
15:40、18:00、19:10 

11 2 月 

開校日 
月、火、木、金

不知火中学校発 
16:40、18:10 

開校日 
水 

不知火中学校発 
15:40、18:10 

※春季、夏季、冬季休業期間等については、運行ダイヤ、運行本数が異なる 
※利用者数についてはH29.4.1 現在

【スクールバスの概要】 

出典：市資料
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3.1 路線バス利用実態調査 

（1）調査概要 

項 目 実施方法・内容等 

調査対象
■路線バスの利用者 
■平日・休日各１日：全路線（市内で乗降する人を基本） 
 ※平成 30年 9月 9日（日）、13日（木）実施

調査方法 ■調査員が車内に乗り込み、可能な範囲で聞き取り調査 
※乗車時間内に聞き取り困難な場合は、予め返信用封筒を準備しておき、郵送回収 

調査内容 
・属性（居住地、性別、年齢、職業など） 
・利用状況（目的・目的地、頻度、利用区間、利用時間帯など） 
・今後の利用意向 など 

（2）路線バスの利用状況（宇城市内で乗降、もしくは宇城市内を通過した人員） 

系統別の利用状況は、松橋駅前～砥用中央や松橋産交～八代方面、熊本方面で多くなっています

が、1便あたりの利用者数では、宇土・松橋～砥用の利用が多くなっています。三角方面は、黒崎

環状線が1便あたり10.5 人と多くなっていますが、その他系統は少ない状況です。 

休日に関しては、松橋産交～水道町で利用者が多いですが、全体的に利用者数が少ない状況です。 
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第３章 市民及び公共交通利用者の移動実態及びニーズの把握 
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（3）路線バス利用者の属性 

路線バス利用者の性別は、男性や4割、女性が6割となっており、平休で違いは見られません。 

年代に関しては、平日は高校生以下及び 60 歳以上で各 3 割を占め、30～40 代の利用が少な

い状況です。休日に関しては高校生以下の利用が大きく減少しています。 

（4）停留所別の乗降者数 

停留所別の乗降者数は、松橋産交や松橋駅、三角産交といった交通拠点に加え、三角支所や宇城

警察所といった公共施設、さらには大野橋（松橋高校）や松橋支援学校前、各小学校前といった教

育施設が多く、その他寺村口など地域の生活拠点において利用が多い停留所が見られます。 

停留所名
乗車者数
（人）

降車者数
（人）

合　計
（人）

松橋産交 199 172 371

松橋支援学校 30 29 59

宇城市三角支所前 12 38 50

三角産交 26 22 48

松橋駅前 16 25 41

三角病院 20 16 36

大野橋 12 19 31

三角小学校前 7 17 24

塩屋 18 6 24

青海小学校下 19 5 24

宇城警察署前 12 10 22

寺村口 11 11 22

大田尾 14 8 22
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5.5%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

中学生以下 高校生 18～29歳

30代 40代 50代

60代 70代 80歳以上

（933） 

（304） 

【平日】 ※乗降者数が20人以上の停留所 

【性別】 【年齢】 

停留所名
乗車者数
（人）

降車者数
（人）

合　計
（人）

松橋産交 70 53 123

三角産交 17 15 32

【休日】 ※乗降者数が20人以上の停留所 
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（5）区間ごとの利用状況 

区間別の乗車人員は、松橋～砥用間や松橋～宇土・熊本間、三角町の一部区間において多くなっ

ており、松橋～砥用間に関しては、大野橋（松橋高校）までの利用が多い状況です。 

全体的に、松橋市街地や三角中心部では1便あたり乗車人員も比較的多い状況ですが、その他区

間では 2人/便以下が多く見られます。特に、豊野～城南間や三角線の三角中心部～塩屋浦間、八

代方面へ向かう路線の小川町における区間は利用が少ない状況です。 

休日に関しては、松橋市街地の一部区間や、三角産交～三角西港間において利用者数が比較的み

られますが、全体的に少ない状況です。特に、1便あたりの乗車人員では、松橋産交～熊本南病院

入口間のみしか2人/便以上の利用が見られない状況です。 

区間別
乗車人員
（人）

1便あたり
乗車人員
（人/便）

大野橋 南田 142 5.9
南田 曲野台団地入口 140 5.8
曲野台団地入口 療育センター入口 140 5.8
大鳥 松橋IC入口 138 5.8
療育センター入口 大鳥 137 5.7
松橋IC入口 萩尾 136 5.7
萩尾 寺村口 134 5.6
寺村口 古賀原 133 5.5
松橋産交 新四つ角 128 5.3
古賀原 山崎橋 111 4.6
山崎橋 南山崎 107 4.5
南山崎 糸石 99 4.1
松橋中学校入口 大野橋 141 4.0
新四つ角 松橋中学校入口 137 3.9
糸石 下巣林 90 3.8
豊川小学校入口 松橋支援学校 75 3.8
下巣林 上巣林 88 3.7
上巣林 森の木口 84 3.5
松橋産交 JA熊本うき本所前 69 3.5
JA熊本うき本所前 松崎 69 3.5
松崎 上内田 67 3.4
上内田 南豊崎 67 3.4
南豊崎 豊川小学校入口 65 3.3
松山 嫁坂 217 3.2
宇城警察署前 久具 67 3.0
久具 希望の里入口 67 3.0
希望の里入口 熊本南病院入口 65 3.0
嫁坂 御領団地前 180 2.7
御領団地前 松橋駅前 147 2.7
熊本南病院入口 豊福 59 2.7
古氷団地入口 宇城市三角支所前 106 2.5
塩屋 黒崎 10 2.5
大野橋 JA共済連前 25 2.3
JA共済連前 曲野 25 2.3
曲野 中曲野 25 2.3
宮崎入口 古氷団地入口 97 2.3
宇城市三角支所前 宇城市三角支所通り 98 2.3
中曲野 南古保山 24 2.2
南古保山 古保山 24 2.2
古保山 海の平入口 24 2.2
松橋栄町 松橋産交 206 2.2
松橋高校前 宇城警察署前 48 2.2
松橋駅前 松橋栄町 181 2.1
御領団地前 松橋産交 25 2.1
豊福 竹崎 47 2.1
高良 宇城市不知火支所前 38 2.1
宇城市不知火支所前 十五社 38 2.1
十五社 亀尾郵便局前 37 2.1
不知火中学校前 亀崎 37 2.1
亀崎 塩屋浦 37 2.1
三角病院 宮崎入口 87 2.1
海の平入口 海の平 22 2.0
松橋産交 松橋町体育館前 43 2.0
松橋町体育館前 松橋高校前 44 2.0
亀尾郵便局前 不知火中学校前 36 2.0
船津 青海小学校下 49 2.0
三角病院入口 三角病院 86 2.0

区　  間
区間別
乗車人員
（人）

1便あたり
乗車人員
（人/便）

宇城警察署前 久具 42 2.3
久具 希望の里入口 40 2.2
松橋産交 松橋町体育館前 37 2.1
松橋町体育館前 松橋高校前 37 2.1
松橋高校前 宇城警察署前 37 2.1
希望の里入口 熊本南病院入口 36 2.0

区　  間

【平日】 【休日】 ※1便あたり乗車人員が2.0人/便以上の区間 ※1便あたり乗車人員が2.0人/便以上の区間 
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（6）系統ごとの利用特性 

系統名 交通センター 松橋産交〔平日のみ運行〕

利用特性

○高校生の利用が約 6割（熊本市方面から宇城市内の高校への通学利用） 
○その他、宇城市内⇔熊本市内の通勤利用
○通勤通学時の 6 8 時台（特に 7時台）、帰宅時の 15 16 時台が多い 
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系統名 交通センター 段鶴〔平日のみ運行〕

利用特性

○宇城市内の 60 代男性（1人）が 11 時台に利用するのみ（下安見から熊本市方面） 

乗降特性
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系統名 三角産交 さんぱーる〔平休運行〕

利用特性

○平日は、幅広い年代が主に三角中心部と上天草市間の移動で利用（通勤、業務・仕事、
病院） 

○通勤通学時の 7時台、帰宅時の 15 時台以降が多い 
○休日は、平日同様の利用状況で、三角西港への観光目的での利用あり 
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系統名 松橋産交 八代産交〔平休運行〕

利用特性

○平日は、60 歳以上の高齢者が多いものの、幅広い年代が利用 
○通勤通学は八代方面⇒宇城市内、松橋市街地⇒希望の里入口や熊本南病院入口が多い
○7 8 時台（通勤通学）や 12 時台の高齢者（買物、病院等）、帰宅時間帯の 16 17 時台
に利用が多い 

○休日は、30 歳以上が多く、主に松橋町 小川町間（イオンモールへの利用）が多い
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系統名 松橋産交 八代市役所前〔平休運行〕

利用特性

○平日は、松橋支援学校の学生が約 6 割（松橋産交⇔松橋支援学校、八代方面⇔松橋支援
学校） 

○通学時の 8時台、帰宅時の 15 17 時台が多い 
○休日も松橋産交⇒松橋支援学校が多い（ただし、帰宅時の利用は見られない） 

乗降特性
（平日）① 

乗降特性
（平日）② 0

10

20

30

40

松
橋
産
交

Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
本
所
前

松
崎

上
内
田

南
豊
崎

豊
川
小
学
校
入
口

松
橋
支
援
学
校

浅
川

出
村

住
吉

八
代
市
方
面

（人）

0

10

20

30

40

松
橋
産
交

Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
本
所
前

松
崎

上
内
田

南
豊
崎

豊
川
小
学
校
入
口

松
橋
支
援
学
校

浅
川

出
村

住
吉

八
代
市
方
面

（人）

運行方向 

運行方向 

5時台 6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台

15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台 乗車数 降車数



30 

系統名 松橋産交 宇土駅前〔平日のみ運行〕

利用特性

○高校生の利用が約 8割（松橋産交⇔宇土本町一丁目・宇土高校入口など） 
○7 時台の便（宇土高校への通学）の利用が多く、15 16 時台（宇土方面などへの帰宅）
でも利用 
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系統名 松橋産交 県会議事堂前〔平休運行〕

利用特性

○平日は、高校生の利用が約 3割、その他幅広い年代が買い物、病院、通勤等で利用 
○通勤通学時の 7 8 時台（松橋産交⇒宇土本町一丁目・宇土高校入口、松橋・宇土⇒熊本
方面）、帰宅時の 18 19 時台（熊本・宇土方面⇒松橋産交）が多い 

○休日は、利用者数が平日の約 1割程度（主に熊本 宇土間の利用） 
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系統名 松橋産交 水道町〔平休運行〕

利用特性

○平日は、60 歳以上の利用が約 3割、それ以外の年代でも買物、病院といった目的で利用
○宇城市内⇔宇土市内（約 3割）、宇城市内⇔熊本方面（約 2割）が多い 
○9 10 時台や 16 17 時台が多く、その他時間帯にも分散 
○23 時台まで運行しており、通勤者の帰宅等でも利用 
○休日は、主に宇城市内・宇土市内⇔熊本方面の利用（娯楽目的）が特徴 
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系統名 松橋産交 交通センター【宇土駅経由】〔平日のみ運行〕

利用特性

○高校生の利用が約 3割（松橋産交、熊本方面⇔宇土本町一丁目・宇土高校入口） 
○通学時の 7 8 時台に集中し（熊本方面行きの便は通勤目的などもあり）、帰宅時は他系
統も含め利用が分散

○熊本方面から松橋産交への便は、主に熊本方面から宇土市内及び宇城市内の利用 
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系統名 松橋産交 交通センター【宇土駅東口経由】〔平休運行〕 

利用特性

○平日は、幅広い年代が利用し、主に通勤目的や帰宅目的等（宇城市内・宇土市内⇔熊本
方面の利用） 

○通勤通学時の 6 8 時台、帰宅時の 17 21 時台が多い 
○通勤通学時以外では、高齢者が病院などの目的で利用 
○休日は、10 時台の便に利用が集中（買物、娯楽目的で宇城市内⇒熊本市内、宇城市内⇒
宇土市内） 
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系統名 松橋駅前 砥用中央〔平休運行〕

利用特性

○平日は、幅広い年代の利用があるが、特に高校生以下の利用が約 3割と多い 
○美里・豊野方面⇔松橋産交・松橋駅前の利用が多く、美里町方面が 16 18 時台、松橋
方面が 6 7 時台が多い（松橋駅前利用者は、JR との乗り継ぎもあり） 

○なお、松橋市街地内の乗降が他系統と比較して多い 
○休日は、利用者数が少ない（主に、美里町方面⇔松橋産交、松橋駅前や松橋町内の利用） 
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系統名 宇土本町二丁目 砥用中央〔平日のみ運行〕 

利用特性

○高校生の利用が約 9割 
○通学時（6時台）は美里町・豊野町方面から宇土高校への通学利用が多い
○帰宅時（19 時台）は松橋産交・松橋駅前から美里町・豊野町方面への帰宅利用（熊本方
面等へ通学した学生）が多い 
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系統名 松橋産交 三角産交〔平休運行〕

利用特性

○平日は、中学生以下の利用が約 4 割（うち乗降の約 7割が青海小学校下、約 2割が三角
中学校前） 

○松橋産交⇔大口、大口⇔青海小学校下、青海小学校下⇔三角中学校前、三角中学校前⇔
三角産交の 4区間での利用が多い（全区間利用者は少ない） 

○60 歳以上の利用も約 4割で利用時間帯は分散（三角病院などの町内で乗降） 
○通学時の 7時台、帰宅時の 16 時台が多い 
○休日は、約 5割が 60 歳以上（主に、松橋 松合間や三角町内での利用）
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系統名 三角産交 大口〔平日のみ運行〕

利用特性

○中学生以下の利用が約 8割（三角中学校前を起終点とした通学での利用） 
○ただし、利用者数は少なく、2 3 名程度
○大口発は 6時台、三角産交発は 19 時台の利用が多い 
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系統名 宇土駅前 三角産交〔平休運行〕

利用特性

○平日は、60 歳以上の利用が約 6割（三角町内間もしくは三角町⇔宇土方面の買物目的）
○主に昼間時間帯に利用 
○ただし、利用者数は少なく、全ての便とも 5人以下
○休日は、利用者は僅かで小田良から宇土方面への利用
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系統名 三角産交 小田良〔平休運行〕

利用特性

○中学生以下の利用が約 9 割（小田良・大田尾から三角小学校前までのスクールバスとし
て機能

○通学時の 7時台は多いものの、帰宅時は 18 時台の便は少ない（別の系統や手段等で帰宅） 
○休日は、利用者がない
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系統名 黒崎環状線〔平日のみ運行〕 

利用特性

○中学生以下の利用が約 9割（町内の各地域から宇城市三角支所前間の利用） 
○通学時の 7時台（三角小学校：34 人）は多いが、帰宅時は少ない（別の手段等で帰宅） 
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系統名 三角病院 さんぱーる〔平日のみ運行〕

利用特性

○平日は、60 歳以上の利用が約 9割（うち 6割が三角病院を起終点でとした病院目的） 
○また、病院目的の約 8割は上天草方面からの利用で、8時台に利用が集中
○三角産交 上天草方面への利用や三角町内での利用もあり 
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5時台 6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台

15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台 乗車数 降車数
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（7）路線バス利用者のニーズ等（全体的な傾向） 

路線バスの平日利用者の免許保有状況は、7割以上が保有していない状況であり、うち1割弱が

免許返納者となっています。 

休日においては、平日と比較して免許保有者が約16%増加する傾向となっています。 

路線バスを利用する理由としては、平日休日ともに、「他に交通手段がない」が最も多くなって

いますが、その割合は休日と比較して平日が高くなっています。 

路線バスは、特に平日、家族等の送迎もないことから、免許非保有者にとって欠かせない移動手

段となっていることがうかがえます。 

25.8

41.2

1.4

2.4

65.6

49.4

7.2

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

自動車 バイク 持っていない 以前は持っていたが返納した

N=209

N=85

▲路線バス利用者の免許保有状況

▲路線バスを利用する理由

55.9

29.4

19.2

1.1

7.3

6.2

9.6

47.1

38.2

27.9

14.7

5.9

4.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

他に交通手段がない

自宅からバス停が近い

バス停から目的地が近い

本数が多い

運賃が安い

自動車の運転をしたくない

その他 平日 休日



44 

自宅からバス停までの交通手段、バス停から目的地までの交通手段はともに、徒歩が約7割以上

を占めています。 

その他、自転車や車（送迎）が1割程度とそれぞれ多くなっています。 

JRとの乗り継ぎに関しては、約5%見られる状況です。 

▲自宅からバス停までの交通手段               ▲バス停から目的地までの交通手段

路線バスの今後の利用意向は、特に平日において約8割が「必ず利用する」と利用意向が高くな

っています。 

▲路線バスの今後の利用意向（高齢者のみ）

路線バスに改善してもらいたい項目

としては、平日休日ともに、「運行ダイ

ヤ」や「運行本数」が多くなっていま

す。 

その他、「鉄道との乗り継ぎ」や「バ

ス停の待ち環境」など、交通拠点及び

結節機能の向上に対する要望も 1 割以

上見られる状況です。 

66.2

11.4

1.5

3.0

16.3

5.7

0.4

1.1

4.9

73.1

10.6

1.0

10.6

5.8

3.8

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

徒歩

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族・知人の送迎）

JR

乗合タクシー

タクシー

その他 平日 休日

78.2

7.4

0.8

0.8

8.6

4.7

0.4

2.7

7.0

83.2

4.0

4.0

5.9

1.0

3.0

8.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

徒歩

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族・知人の送迎）

JR

乗合タクシー

タクシー

その他 平日 休日

▲路線バスに改善してもらいたい項目 

84.9

72.2

11.0

27.8

2.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

必ず利用する 機会があれば利用する 利用するか分からない 利用しない

N=18

N=73

12.2

30.4

9.1

47.4

7.0

3.0

1.7

14.3

0.9

21.7

19.0

30.0

4.0

43.0

9.0

5.0

2.0

15.0

5.0

22.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

鉄道との乗り継ぎ

運行ダイヤ

運賃

運行本数

運行ルート（経由地）

バス停位置

情報提供

バス停の待ち環境

バス停の利用環境
（駐輪場の設置など）

その他 平日 休日



45 

3.2 駅利用者ヒアリング調査 

（1）調査概要 

項 目 実施方法・内容等 

調査対象
■駅利用者：松橋駅、小川駅、三角駅 
■平日および休日各１日 
 ※平成 30年 9月 9 日（日）、13日（木）実施

調査方法 ■調査員が現地で聞き取り調査

調査内容 

・属性（居住地、性別、年齢、職業など） 
・利用状況（目的・目的地、頻度、利用区間、利用時間帯など） 
・自宅から乗車駅までの交通手段 
・降車駅から目的地までの交通手段 など

（2）調査結果 

各駅（松橋駅、小川駅、三角駅）の調査結果は、次頁以降に示すとおりです。 
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松橋駅 調査日：平成 30 年 9月 9日（日）、9月 13日（木）
平日上り（熊本方面）1,348 人：5 8 時台の乗車が最も多く、その他 16 18時台の乗降が多い 
平日下り（八代方面）1,221 人：乗車は 6 8 時台に集中し、降車は 16 22 時までが多い 
休日上り（熊本方面）668 人：乗車は 7 11 時台など午前中が多く、その他時間帯の乗降は少ない 
休日下り（八代方面）674 人：各時間帯に乗降が分散

高校生以下

46%

その他学生

12%

一般

38%

高齢者

4%
高校生以下

36%

その他学生

13%

一般

48%

高齢者

3%

【平日】 【休日】

自動車

35.7%

バイク

1.7%

持っていない

59.3%

以前は持っていたが

返納した

2.1% 無回答

1.2%

松橋駅

（N=241）

不知火町

15.8%
小川町

2.9%

松橋町

43.6%

豊野町

4.1%

三角町

1.7%

上天草市 0.8%

天草市

0.4%
宇土市

3.7%

その他県内

24.5%

その他県外

2.5%

松橋駅

（N=241）

・約 7 割が宇城市
民であり、その他県
内が約 2.5 割

【免許保有状況】 
・高校生以下の利
用が多く、約 6 割
が運転免許証非
保有者

8.3%

41.1%

3.7% 4.6% 1.2% 3.7%
8.7%

3.3% 0.4% 3.7%
5.8%
10.4%

1.7% 3.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

福
岡
方
面

熊
本
駅

西
熊
本
駅

川
尻
駅

富
合
駅

宇
土
駅

小
川
駅

有
佐
駅

千
丁
駅

新
八
代
駅

八
代
駅

豊
肥
本
線

鹿
児
島
方
面

そ
の
他

松橋駅

（N=241）

・約 4割が熊本駅からの利用、うち 1割は豊肥本線
を乗り継いで利用 
・宇城市内（松橋駅 小川駅）の利用も約 1割

【鉄道の利用頻度】
・通勤通学の交通
手段として定着
しており、「ほぼ毎
日」が約 5割

49.4%

5.0%

10.0%

10.0%

10.8%

10.4%

4.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

初めて

ほぼ毎日

週3～4日

週1～2日

月2～3日

月1日

年数回

無回答

松橋駅

（N=241）

・平日は通勤通学が4割以上を占め、その他買い物
など 
・休日は通勤通学が 6割以上 

16.7

2.4

2.7

8.2

14.7

5.9

32.0

43.5

12.7

18.8

5.3

10.6

13.3

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

買物 病院 公共施設
娯楽 習い事 通学
通勤 業務･仕事 その他

N=150

N=85

19.2

29.3

1.0

9.1

48.5

3.0

1.0

1.0

24.1

25.9

3.4

12.1

37.9

3.4

5.2

1.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族･知人の送迎）

路線バス

乗合タクシー

タクシー

その他
平日 N=99
休日 N=58

【自宅から松橋駅までの交通手段】 ※複数回答
・平日、休日とも「車での送迎」が 4 ５割と最も多
く、次いで「自転車」が約 3割 
・「路線バス」は平日のみで、約 3％ 

【利用者の居住地】

【乗車区間】 

【鉄道の利用目的】

N=2,569 N=1,342 
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37.8%

10.0%

4.6%

0.8%

21.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

乗り継ぎの時間

バス停から自宅もしくは目的地までの距離

乗り継ぎ運賃

乗り継ぎに関する情報提供

その他

松橋駅

（N=241）

422

246

35

9

2

29

6

47

39

8

0 100 200 300 400 500

商業機能（コンビニなど）

飲食機能（カフェなど）

医療機能（病院など）

福祉機能（介護施設など）

子育て支援機能（託児所など）

学習機能（学習室など）

交流機能（会議室など）

滞留機能（公園など）

案内機能（案内所など）

行政機能（住民票の発行など）

松橋駅

（N=366）

46.9%

36.5%

2.5%

1.2%

0.4%

0.4%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

他に交通手段がない

目的地まで早く行ける

お金が不要もしくは安い

目的地まで遠い

バス停等から目的地までが近い

目的地でもその交通手段を利用する

その他

松橋駅

（N=241）

【代表交通手段別の自宅から駅までの時間】 
 ※平均値（分）、宇城市民のみ
・「車での送迎」が乗合タクシーを除いて最も早く、約
10分 
・「徒歩」は平均 13分、「自転車」は平均 15 分 

【松橋駅から目的地までの交通手段】 ※複数回答
・平日は「徒歩」が約 5割、路線バスの利用は約 1割
・休日は路線バスが約 2割 

13 15
20

14 10

20

9

42 45

0

20

40

60

80

徒
歩
の
み

自
転
車

バ
イ
ク

車
（
自
分
で
運
転
）

車
（家
族･

知
人
の
送
迎
）

路
線
バ
ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

タ
ク
シ
ー

そ
の
他

（分） 松橋駅

49.1

5.5

18.2

9.1

7.3

3.6

7.3

33.3

15.2

3.0

15.2

21.2

3.0

6.1

6.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族･知人の送迎）

路線バス

乗合タクシー

タクシー

その他

平日 N=55
休日 N=33

【駅から目的地までの交通手段を利用する理由】 ※複数回答
・「他に交通手段がない」が約 5 割、「目的地まで早く行け
る」が約 4割 

【鉄道と路線バスを乗り継いで利用するための条件】 ※複数回答
・「乗り継ぎの時間」が約 4 割を占めており、時間的
要素が重要 
・具体的な条件としては、乗り継ぎの待ち時間は「5
分以内」が約 4割で 10分以内が約 8割 

36.3%

35.2%

12.1%

2.2%

0.0%

14.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

5分以内

5～10分程度

10～20分程度

20～30分程度

30分以上

無回答

松橋駅

（N=91）

45.8%

25.0%

20.8%

0.0%

0.0%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

5分以内

5～10分程度

10～20分程度

20～30分程度

30分以上

無回答

松橋駅

（N=24）

18.2%

0.0%

0.0%

9.1%

18.2%

54.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

50円程度

50～100円程度

100～200円程度

200～300円程度

その他

無回答

松橋駅

（N=11）

乗り継ぎの待ち時間 目的地までの歩く時間 乗り継ぎに伴う運賃割引 

【松橋駅及び駅周辺に求める機能】 
 ※上位 3位
・商業施設と飲食施設が圧倒的に多い状況 
・その他では、滞留機能や案内機能、医療機能など 

※上位3位を聞いており、1位を 3点、2 位を 2点、3

位を1点として集計したもの。 
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小川駅 調査日：平成 30 年 9月 9日（日）、9月 13日（木）
平日上り（熊本方面）972 人：5 8 時台の乗車が最も多く、その他 16 18時台の乗降が多い 
平日下り（八代方面）1,061 人：乗車は 6 8 時台に集中し、降車は 6 8 時台及び 16 18 時台に集中 
休日上り（熊本方面）661 人：乗車は各時間帯に分散し、降車は 9 12 時台に集中 
休日下り（八代方面）672 人：乗車は各時間帯に分散し、特に 15時以降が多く、降車は 11 時台等が多い

19.2

32.7

1.9

7.7

32.7

3.8

3.8

3.8

21.1

21.1

14.0

52.6

1.8

3.5

3.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族･知人の送迎）

路線バス

乗合タクシー

無料コミュニティバス

タクシー

その他
平日 N=57
休日 N=52

9.2

23.8

5.3

1.3

8.4

21.9

42.7

15.9

14.5

6.6

9.9

2.6

7.6

24.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

買物 病院 公共施設
娯楽 習い事 通学
通勤 業務･仕事 その他

N=131

N=151

51.4%

4.9%

8.8%

8.8%

13.7%

9.9%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

初めて

ほぼ毎日

週3～4日

週1～2日

月2～3日

月1日

年数回

無回答

小川駅

（N=284）

6.7%

23.2%

2.1% 4.2% 0.7%
9.5% 8.1% 8.8%

1.8% 4.6%
13.7% 9.9%

1.8% 4.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

福
岡
方
面

熊
本
駅

西
熊
本
駅

川
尻
駅

富
合
駅

宇
土
駅

松
橋
駅

有
佐
駅

千
丁
駅

新
八
代
駅

八
代
駅

豊
肥
本
線

鹿
児
島
方
面

そ
の
他

小川駅

（N=284）

自動車

35.9%

バイク

1.4%

持っていない

59.9%

以前は持っていたが

返納した

1.8% 無回答

1.1%

小川駅

（N=284）

不知火町

2.1%

小川町

38.9%

松橋町

4.6% 豊野町

0.7%

上天草市

0.4%

宇土市

7.8%

その他県内

41.0%

その他県外

4.6%

小川駅

（N=284）

高校生以下

63%
その他学生

6%

一般

29%

高齢者

2%

高校生以下

49%

その他学生

5%

一般

43%

高齢者

3%

【平日】 【休日】

・約 5 割が宇城市
民、その他県内が
約 4割 

【免許保有状況】 
・高校生以下の利用が
多く、約 6 割が運転免
許証非保有者 
・高齢者の利用は少な
いことが予測されます 

・約 2割が熊本駅からの利用、うち 1割は豊肥本線
を乗り継いで利用 
・八代方面からの利用が 2 割程度、宇城市内での
利用が約 1割 

【鉄道の利用頻度】
・通勤通学の交通
手段として定着し
ており、「ほぼ毎
日」が約 5割 

・平日は通勤通学が約 6割 
・休日は買い物や娯楽目的が各 2 割と最も多く、主
にイオンモールへの来訪者が利用 

【自宅から小川駅までの交通手段】 ※複数回答
・平日は「自転車」と「車での送迎」が多く、休日は
「車での送迎」が約 5割 
・「乗合タクシー」は、平日で約 4% 

【利用者の居住地】

【乗車区間】 

【鉄道の利用目的】

N=2,033 N=1,333 
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58.8%

17.6%

22.9%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今まで通り東口の改札口を利用する

西口の改札口の利用に変更する

どちらを利用するかわからない

無回答

小川駅

（N=284）

0.0%

46.7%

26.7%

20.0%

0.0%

6.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

50円程度

50～100円程度

100～200円程度

200～300円程度

その他

無回答

小川駅

（N=15）

乗り継ぎに伴う運賃割引 

44.4%

25.0%

16.7%

8.3%

0.0%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

5分以内

5～10分程度

10～20分程度

20～30分程度

30分以上

無回答

小川駅

（N=36）

乗り継ぎの待ち時間 

19.4%

54.8%

16.1%

0.0%

0.0%

9.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

5分以内

5～10分程度

10～20分程度

20～30分程度

30分以上

無回答

小川駅

（N=31）

目的地までの歩く時間 

12.7%

10.9%

5.3%

0.4%

76.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

乗り継ぎの時間

バス停から自宅もしくは目的地までの距離

乗り継ぎ運賃

乗り継ぎに関する情報提供

その他

小川駅

（N=284）

20.1%

63.4%

9.5%

1.4%

8.5%

0.4%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

他に交通手段がない

目的地まで早く行ける

お金が不要もしくは安い

目的地まで遠い

バス停等から目的地までが近い

目的地でもその交通手段を利用する

その他

小川駅

（N=284）

55.7

5.7

3.4

1.1

19.3

1.1

4.5

16.7

8.3

10.0

38.3

6.7

1.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族･知人の送迎）

路線バス

乗合タクシー

無料コミュニティバス

タクシー

その他
平日 N=88
休日 N=74

10 10 8 7 11 10
15 18 18
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20

40
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80

徒
歩
の
み

自
転
車
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）
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の
送
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）
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バ
ス
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タ
ク
シ
ー

無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

タ
ク
シ
ー

そ
の
他

（分） 小川駅

【代表交通手段別の自宅から駅までの時間】 
 ※平均値（分）、宇城市民のみ
・乗合タクシーや無料コミュニティバス等を除いて、概
ね 10 分未満 

【小川駅から目的地までの交通手段】 ※複数回答
・平日は「徒歩」が 5割以上 
・休日はイオンモールまでの「無料コミュニティバス」が
約 4割 

【駅から目的地までの交通手段を利用する理由】 ※複数回答
・「目的地まで早く行ける」が 6 割以上

【鉄道と路線バスを乗り継いで利用するための条件】 ※複数回答
・「その他（乗り継がない）」が 7割以上 
・具体的な条件として多いのは、乗り継ぎの待ち時間が
「5 分以内」、目的地までの歩く時間が「10 分以内」 
・運賃割引は、他の駅と比較すると金額が高い 

【西口改札口設置後の利用意向】
・約 6割が「今まで通り東口の改札口を利用する」と
回答 
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三角駅 調査日：平成 30 年 9月 9日（日）、9月 13日（木）
平日上り（熊本方面）361 人：6時台及び 18 19時台に集中し、その他は分散して少ない 
平日下り（三角方面）311 人：17 20 時台が特に多く、その他は分散して少ない 
休日上り（熊本方面）341 人：16時台の利用が突出しており、その他時間帯は分散 
休日下り（三角方面）363 人：11時台及び 13時台に集中し、その他は分散して少ない

14.8

3.7

25.9

55.6

3.7

8.0

36.0

56.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族･知人の送迎）

路線バス

乗合タクシー

タクシー

その他

平日 N=27
休日 N=25

3.4

10.9

8.6 19.0

9.4

17.2

6.3

10.3

4.7

10.3

9.4

24.1

57.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

買物 病院 公共施設
娯楽 習い事 通学
通勤 業務･仕事 その他

N=58

N=64

7.3%

17.1%

1.6%

13.8%

6.5%

18.7%

33.3%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

初めて

ほぼ毎日

週3～4日

週1～2日

月2～3日

月1日

年数回

無回答

三角駅

（N=123）

77.2%

1.6% 4.1% 0.0%

11.4%
0.8% 0.8% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.8% 1.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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本
駅

西
熊
本
駅
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尻
駅
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駅
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川
駅
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駅
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後
長
浜
駅

網
田
駅

赤
瀬
駅

石
打
ダ
ム
駅

波
多
浦
駅

そ
の
他

三角駅

（N=123）

自動車

57.7%

バイク

3.3%

持っていない

37.4%

以前は持っていたが

返納した

1.6%

三角駅

（N=123）

三角町

11.4%

不知火町

0.8%

上天草市

16.3%

天草市

13.0%

苓北町

0.8%

宇土市

4.1%

その他県内

23.6%

その他県外

30.1%

三角駅

（N=123）

高校生以下

37%

その他学生

12%

一般

39%

高齢者

12%

高校生以下

12%
その他学生

8%

一般

71%

高齢者

9%

【平日】 【休日】

・宇城市民の利用は約 1
割、その他は上天草市・
天草市が約 3割など 
・その他県内や県外が 5
割以上を占め、観光客
が利用

【免許保有状況】 
・観光客などの利用が多
く、他の駅と比較して運
転免許証非保有者は
少ない 

・約 8 割が熊本駅からの利用であり、観光客が二次
交通等で利用 
・宇城市内の利用は少なく、宇土駅からの利用が約
1割

【鉄道の利用頻度】
・「ほぼ毎日」は約2
割となっており、観
光客の利用により
「初めて」が約 1
割、「年数回」が
約 3割 

・平日は通勤通学で約3割を占め、その他娯楽が約
2割など 
・休日はその他（観光）が約 6割 

【自宅から三角駅までの交通手段】 ※複数回答
・平日は「車での送迎」が約 6割 
・休日も「車での送迎」が約 6割 
・「路線バス」や「乗合タクシー」でのアクセスは見られ
ない状況

【利用者の居住地】

【乗車区間】 

【鉄道の利用目的】

N=672 N=704 
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3.7%

31.5%

29.6%

31.5%

3.7%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

5分以内

5～10分程度

10～20分程度

20～30分程度

30分以上

無回答

三角駅

（N=54）

乗り継ぎの待ち時間 

15.0%

60.0%

10.0%

15.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

5分以内

5～10分程度

10～20分程度

20～30分程度

30分以上

無回答

三角駅

（N=20）

目的地までの歩く時間 

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

57.1%

28.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

50円程度

50～100円程度

100～200円程度

200～300円程度

その他

無回答

三角駅

（N=7）

乗り継ぎに伴う運賃割引 

43.9%

16.3%

5.7%

0.8%

34.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

乗り継ぎの時間

バス停から自宅もしくは目的地までの距離

乗り継ぎ運賃

乗り継ぎに関する情報提供

その他

三角駅

（N=123）

17.9%

52.8%

1.6%

1.6%

2.4%

2.4%

24.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

他に交通手段がない

目的地まで早く行ける

お金が不要もしくは安い

目的地まで遠い

バス停等から目的地までが近い

目的地でもその交通手段を利用する

その他

三角駅

（N=123）

31.3

3.1

21.9

15.6

3.1

28.1

28.2

2.6

23.1

7.7

2.6

38.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族･知人の送迎）

路線バス

乗合タクシー

タクシー

その他

平日 N=46
休日 N=45
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ー

そ
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他

（分） 三角駅

【代表交通手段別の自宅から駅までの時間】 
 ※平均値（分）、 
宇城市民＋上天草市民＋天草市民

・「徒歩」が最も早く 11 分

【三角駅から目的地までの交通手段】 ※複数回答
・平日、休日ともに「徒歩」が約 3 割、「その他
（船）」も約 3割 
・「路線バス」の利用は 1割程度 

【駅から目的地までの交通手段を利用する理由】 ※複数回答
・「目的地まで早く行ける」が 5 割以上

【鉄道と路線バスを乗り継いで利用するための条件】 ※複数回答
・「乗り継ぎの時間」が約 4 割を占めており、時間的要
素が重要 
・10 分以上の回答が 6割以上 
・その他、目的地までの歩く時間は、「5 10 分程度」
が 6割 
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3.3 乗合タクシー利用実態調査 

（1）調査概要 

項 目 実施方法・内容等 

調査対象 ■乗合タクシー利用者（全 4系統）

調査方法 ■各地区の特性等に応じて実施

調査内容 

・利用者属性 
・乗合タクシーの利用状況（目的・目的地、頻度、利用区間、利用時間帯など） 
・改善要望 
・今後の乗合タクシーに関して

（2）調査結果 

地区名 小川町海東方面
調査手法等 ・調査員が乗り込み、利用者への聞き取り調査＋運行事業者による調査票の配布・回収 

・25 票 
・平成 30 年 9月 18日（火）19日（水）、それ以降

利用者属性 ・60 歳以上が約 96％ 
・利用者全てが免許非保有者 

乗合タクシー 
の利用状況

・週に 1 2 回（72％）、月に 1 2 回（20％） 
・不定期利用（44％）、木曜（32％）、金曜（28％） 
・主な行き先：イオンモール宇城（58％）、土屋医院（36％）、江藤外科胃腸科クリニ

ック（28％） 
・1 人での利用（64％）、2 人での利用（32％） 
・利用理由：「他に交通手段がない」（84％）、「自宅付近で乗り降りできる」（72％）、

「目的地付近で乗り降りできる」（60％）
改善要望 ・日曜日（祝日）の運行 

今後の乗合 
タクシーに関して

・今後については、回答者すべてが今後も必ず利用すると回答 
・鉄道や路線バスとの乗り継ぎについては、便利になれば利用するが 75％と比較的肯定的 
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地区名 三角町戸馳地区
調査手法等 ・内潟地区住民へのグループインタビュー調査＋その他地区：運行事業者による調査票の

配布・回収 
・26 票 
・平成 30 年 9月 18日（火）、それ以降

利用者属性 ・60 歳以上の高齢者
・約 81％が免許非保有者 

乗合タクシー 
の利用状況

・週に 1 2 回（約 46％）、月に 1 2 回（約 46％） 
・不定期利用（56％）、水曜（28％）、木曜（20％） 
・主な行き先：済生会みすみ病院（76％）、三角駅（64％）、ゆめマート（60％） 
・1 人での利用（約 69％）、2 人での利用（約23％） 
・利用理由：「自宅付近で乗り降りできる」（約 85％）、「他に交通手段がない」（約

81％）
改善要望 ・急用の場合の予約や当日予約等への対応

・帰り便の 16時頃の増便 

今後の乗合 
タクシーに関して

・今後については、「必ず利用する」が約 96％
・鉄道や路線バスとの乗り継ぎについては便利になれば利用するが約 83％と比較的肯定的

地区名 不知火町長崎地区
調査手法等 ・地区住民へのグループインタビュー調査 

・5 票 
・平成 30 年 9月 28日（金） 

利用者属性 ・70 歳以上の高齢者
・利用者全てが免許非保有者 

乗合タクシー 
の利用状況

・週に 1 2 回、もしくは月に 1 回程度 
・主な行き先：松橋駅、郵便局、小篠医院、不知火支所など 
・主に 1 人利用 
・利用理由：「他に交通手段がない」、「自宅付近・目的地付近で乗り降りができる」 

改善要望 ・ゆめマートへの停留所の設置
・その他、宇土の病院（近藤クリニック）までの運行 
・帰宅時の運行時間帯の改善 
・予約時間の柔軟な対応

今後の乗合 
タクシーに関して

・今後については、「必ず利用する」2 名、「機会があれば利用する」2 名、「利用しない」1 名
・高齢者のみが対象でないため、地区全体で利用促進を図っていく必要あり 
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地区名 小川町小野部田地区
調査手法等 ・調査員が乗り込み、利用者への聞き取り調査＋運行事業者による調査票の配布・回収 

・5 票 
・平成 30 年 9月 18日（火）、それ以降

利用者属性 ・70 歳以上の高齢者
・利用者全てが免許非保有者 

乗合タクシー 
の利用状況

・週に 1 回程度、もしくは月に 1回程度の利用 
・火曜の方が利用は多い 
・主な行き先：イオンモール宇城、江藤外科胃腸科クリニック、山崎歯科医院
・1人、もしくは 2人で利用 
・利用理由：「他に交通手段がない」、「自宅付近・目的地付近で乗り降りができる」、「運賃

が安い」
改善要望 ・特になし 

今後の乗合 
タクシーに関して

・今後については、「必ず利用する」が 4 名、「機会があれば利用する」が 1 名 
・鉄道や路線バスとの乗り継ぎについては、「機会があれば利用する」2 名、「利用しない」2 名
（不明が 1名）



55 

3.4 交通事業者ヒアリング調査 

（1）調査概要 

項 目 実施方法・内容等 

調査対象 ■バス事業者：産交バス、九州産交バス、熊本バス 
■乗合タクシー運行事業者など 6 社：タクシー事業者

調査方法 ■ヒアリング調査

（2）路線バス事業者 

事業社名 熊本バス
事業者の概要 ・利用者数は昭和 46 年をピークに減少 

・それに併せて、運行本数や系統数を削減 
⇒今回の H30.10 のダイヤ改正においても運行本数を１割削減

路線バス運行に 
関する課題及び 
今後の意向等

・運行本数削減の要因としては、乗務員不足（最適人員から 6 7 名不足） 
・現在年 9 10 台を車両更新 
・ノンステップバスの割合が 5割を超えた状況 
・利用促進としては、ナビタイムなどのネット検索への対応、小学生を対象とした乗り方教室
（熊本市）など

その他 
（個別案件等）

・南山崎（セブンイレブン）を交通結節点として、豊野支所まで朝・昼・夕で各１便確保す
るため、城南 志導寺の系統を延伸するなど、利用者がいれば考えられる

事業社名 九州産交バス ／ 産交バス
事業者の概要 ・全体の輸送人員は減少傾向 
路線バス運行に 
関する課題及び 
今後の意向等

・車両は、九州産交が 350 台、産交バスが 350 360 台程度であり、運転手は 750 人
程度であるが、50 人程度の不足
・地域別では、松橋は問題ないが、三角は 2名不足 
・運転手は 60歳以上が 1/3 
・地震の影響などから定時性の確保が問題（国道 3 号と北バイパスの合流部付近、東部
方面の渋滞）となっているが松橋関係は大きな問題はない状況 
・Ｈ30.12 からバスロケの導入を予定
・JR や市電などとの棲み分け（バスでしかカバーできない地域での対応）が基本 
・鉄軌道がある地域は、駅などへの結節がバスの役割
・路線バスに関しては、自治体のまちづくりに対する考え方がベース
・宇城市に関しては通学ニーズへの対応、ＪＲ松橋駅との結節が基本

その他 
（個別案件等）

○松橋駅への乗り入れ、松橋高校対応など松橋市街地対応 
・駅への送迎を如何にしてバスに転換してもらうかが重要

○三角エリアの再編 
・黒崎環状線もスクールとしての役割を担っている 
・三角線を幹線に、それ以外を黒崎環状などで補完など 

○イオンモールへの乗り入れ 
・対応可能か検証中
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（3）乗合タクシー運行事業者 

事業社名 三角タクシー
事業者の概要 ○営業所等の位置：本社は西港 

○保有車両台数：５名５台、事務員１名、運転手は 70代と 50 代 
○通常タクシーの輸送実績 
・乗合タクシーが占める割合は 2 3 割程度 

○通常タクシーの輸送状況 
・地元のタクシー利用が多く、三角町内が基本 
・病院等の送迎で利用客が減少（中野歯科、池田病院は送迎あり） 
・観光客の利用が減少（A列車で来た観光客は、すぐに船で移動）

乗合タクシー運行 
に関する課題及び 
今後の意向等

○利用状況 
・当初は 5台で対応し、現在は 3台で対応 

○サービス等の見直し 
・13 18km と距離が長くなると赤字 
・三角町東部にある山あいの集落などは三角への病院（その他黒崎等）に行きたいという
要望はある⇒要望があった場合には対応可能
・14:30 18:00 の間に１本追加（16:00）することは可能 
・年末（29 30 日など）の運行することも可能 
・今後も乗合タクシーを運行していくことは可能

事業社名 小川タクシー
事業者の概要 ○保有車両台数：９台（小型）・１台（ジャンボタクシー）、実働は 7台/日、 

運転手は 8人（50 代、60 代が最も多い）
○通常タクシーの輸送実績 
・現在はピーク時の半分程度

乗合タクシー運行 
に関する課題及び 
今後の意向等

○利用状況 
・現在、乗合タクシーの利用は減少
・以前は、免許を持っていない高齢者が多かったが、現在はほとんどの人が免許保有者
で、新規利用者があまり増えない 

○サービス等の見直し 
・今後も乗合タクシーを運行することは可能 
・ＪＡを新たに停留所として設置することは可能 
・12 月 29 日（土）に海東方面を運行することは可能 
・イオンを拠点化することはよい 

○豊野地区路線に関する意見 
・国道 218 号より南側の地域においては、小野部田と一体となって小川まで運行すること
は可能
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事業社名 松橋タクシー
事業者の概要 ○営業所等の位置：松橋と小川 

○保有車両台数：松橋（17 台・17 名、福祉車両2台）、小川（3台・2名） 
※平日の昼間は10 11台、夜間が5 6台、土曜などは7 8台で
対応 

○通常タクシーの輸送状況 
・直通電話を設置しているが、最も多いのは松橋産交からの電話
・駅からはビジネス関連が多く、山崎パン、中央電子、フジパン、ＦＣＣ、コカコーラ、熊本
鉄工所などへの利用

乗合タクシー運行 
に関する課題及び 
今後の意向等

○乗合タクシー運行に関する課題及び今後の意向 
・長崎地区に関しては知名度が低く、利用者が特定の人のみ 
・行きは乗合タクシーを利用し、帰りは自腹でタクシーを利用 
・午後の便に関しては、午前中 11時まで予約可能というのを認知していないのではないか
・木曜日のスーパーくまいの売り出しに併せて運行しているが、スーパーくまいへの利用は少
ない 

○乗合タクシー事業を今後も継続するにあたっての将来展望は？  
・乗降場所にゆめマートを加えることは対応可能
・往復利用を促進するため、15:00 の便を 14:30 の便へ変更することは対応可能
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（4）タクシー運行事業者 

事業社名 湊タクシー
事業者の概要 ○保有車両台数：３人３台（11月から）、詰め所に１人、事務員（週２回） 

○通常タクシーの輸送状況 
・利用者の多くは高齢者の免許非保有者であり、利用者は減少 
・利用者のほとんどは病院もしくは買物目的 
・皮膚科や耳鼻科は松橋のみであり、松橋に行くこともある 
・買い物客は三角町内（ゆめマートなど）が基本 
・平日の利用は午前中が中心であり、土曜日と日曜日は少ない
・A 列車などは人気で観光客は多いが、基本的に電車で来て、そのまま船を利用
（松島方面へ）

乗合タクシー運行に 
関する今後の意向等

・乗合の経験はなく、人数が少ないため対応するのは困難

事業社名 おがたタクシー
事業者の概要 ○保有車両台数：11台・15 人前後、ジャンボタクシー無し、運転手は 50 70代、

平日の稼動は 5 6 台、休日は 2 3 台 
○通常タクシーの輸送状況 
・利用者は午前中の病院の行き帰り、夕方などの特定時間帯に集中 
・平日の病院での利用は、こじま整形外科、近藤クリニック、総合病院、南病院の薬
局など 
・豊野方面からの利用は、2割は自宅から駅、8割は免許非保有者で病院目的など 
・利用者の年齢層は高く、主な目的地はヒロセ、ゆめマート、コスモス

乗合タクシー運行に 
関する今後の意向等

・4 条免許は持っていないし、今後も意向はない
・当初は考えていたが、人手・台数が不足
・ただし、予約制や決まった時間なら対応可能性あり

事業社名 おゝ村タクシー
事業者の概要 ○保有車両台数：車両8台（稼動は 7台）・7名、事務員 1名 

最年少は 30代だが、最年長は 60代、最も多いのは 50 代、 
運転手は 1 2 名が不足（求人を出しても来ないし、運転手が高齢化） 

○通常タクシーの輸送状況 
・砂川、沖塘、竹崎などがタクシーの利用が多い（きらら通りの病院や南病院など） 
・ジャンボタクシーを購入しているが、現在社用車として利用（タクシーとして使用する
タイミングを検討中） 
・ジャンボタクシーは高齢者の乗降が難しいのが問題
・産交からのタクシー利用者は、2 年前のバス本数減少に伴い、1/4 に減少 
・10 年前はタクシー利用も多く、交通の便が悪いと街が発展しない

乗合タクシー運行に 
関する今後の意向等

・4 条免許は保有していないし、現状では手が回らない状況
※宇城総合病院の人工透析患者の送迎を対応しており、月・水・金が 7 台、火・
木・土が 3 台対応 

・宇土市のように、市から事業者へ車両を貸与し運行するような仕組みであれば対応で
きるかもしれない
・その際、各業者が公平に携われるようにした方がよい 
・また、車両をそれ以外でも使用できるとよい 
・子ども達への PR としては、バスに乗せることから始める方がよい
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3.5 関係団体等調査 

（1）関係団体等 

豊野地区高齢者移動支援事業 
運行日   地区ごとに週１ ２日、公的行事が実施される土曜日、日曜日、祝日
利用範囲 宇城市内 
利用料金 無料 
対象者   65 歳以上 
延べ利用者数     255 人/年（H29 年度実績） 
月あたりの利用者数  20 30 人程度 
調査手法：地区振興会総会での意見交換 
調査日：平成 30 年 9月 28日（金） 

【地区住民のニーズ】 
・今年度利用実績がない地区 
 ⇒ 下安見：買物等は城南町方面で（松橋等ではない）、もともと地区のイベント時に利用 
 ⇒ 上上郷：地区住民に浸透していないとともに、利用者は頼むのが気の毒という意見あり 
・中間地区においては、運転手の負担等を考慮して午前中利用を徹底 
 ⇒ 登録している運転手も仕事を抱えており、常に対応できる状況ではない 

【今後の地域公共交通について】 
・たまにはバス利用者を見かけるが、ほとんどいない（今後増加することはないと考えられる） 
・松橋に行く際は乗合タクシーを導入し、買い物や通院の便を考えてはどうか
・小川方面でもよいが、熊本南病院など松橋方面へのニーズが高いため、松橋方面への運行も考えて欲しい
・安見は、松橋方面よりも城南方面の方がニーズは高い

【その他】 
・車両を使用するにあたって各地区の予約状況などをすぐに確認できるようにできないか 
 ⇒ 支所で記録簿等を管理するなど 
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高齢者運転免許証更新者 
調査手法：運転免許証の高齢者講習時におけるアンケート調査 
調査日：平成 30 年 9月 18日（火）、19 日（水） 
調査票：18票（宇城市９票、熊本市 5票、宇土市 3票、美里町 1票） 

【回答者属性】 
・65 歳以上（70代：約 67％、80 代：約 28%） 

【運転の状況】 
・運転目的：「買い物」（約 72％）、「病院」（約 61％）、「家族・知人の送迎」（約 33％）、 

「娯楽」（約 28％） 
・運転頻度：回答者のすべてが「週に 1 2 回」以上（そのうち、ほぼ毎日が約 61％） 
・運転に対する印象：回答者のすべてが「今のところ苦にならない」 

【運転免許証の返納について】 
・返納を考えている人：約 39％
・返納を考えた理由：「運転する必要がなくなったと感じた時」が半数以上 
・返納しない理由：「他に交通手段がなく、生活が不便になるため」が約 63％、「行きたい時に行きたい場所に行け

なくなるため」が 50％ 
・免許返納後の外出時の交通手段：「徒歩」、「自転車」、「タクシー」が 4 割以上と多い 
・一方、「路線バス」（約 29％）、乗合タクシー（約 12％）、鉄道（約12％）はやや低い 

【地域公共交通について】 
・最寄りの駅までの距離は平均で約 2.6km 
・最寄りのバス停までの距離は平均で約 500m 
・地域公共交通を利用するための支援： 

「運賃の割引」（約 62％）、「自宅付近で乗降できるようにする」（約 46％） 
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（2）高校 

①調査概要 

項 目 実施方法・内容等 
調査対象 ■県立松橋高等学校、県立宇土高等学校の生徒 

調査方法 ■学校を通じた配布・回収 
 ※平成 30年 9月 18日（火）、19日（水）に学校に配布

回収票数 ・県立松橋高等学校：346票 （H29 生徒数：412人） 
・県立宇土高等学校：671票 （H29 生徒数：717人） 

調査内容 
・属性（性別、居住地） 
・通学時の交通状況（利用交通手段、時間帯など） 
・公共交通に対する潜在ニーズ など 

②公共交通の利用状況 

松橋高校の生徒のうち、通学時の JR・路線バス利用者は約 36％と概ね３人に 1 人です。宇

城市居住者では約14％であり、市外居住者の約49％と比べて割合は低くなっています。 

宇土高校の生徒のうち、通学時のJR・路線バス利用者は約23％と概ね4人に1人です。宇

城市居住者では約33％であり、市外居住者の約19％と比べて割合は高くなっています。 

▲高校生の通学時の JR・バス利用状況（居住地別） 

N =

  全  体 1017

【松橋高校】宇城市三角町 12

【松橋高校】宇城市不知火町 22

【松橋高校】宇城市松橋町 61

【松橋高校】宇城市小川町 14

【松橋高校】宇城市豊野町 12

【松橋高校】宇城市その他 4

【松橋高校】《宇城市合計》 125

【松橋高校】市外居住 219

【松橋高校合計】 346

【宇土高校】宇城市三角町 16

【宇土高校】宇城市不知火町 31

【宇土高校】宇城市松橋町 105

【宇土高校】宇城市小川町 36

【宇土高校】宇城市豊野町 14

【宇土高校】宇城市その他 1

【宇土高校】《宇城市合計》 203

【宇土高校】市外居住 466

【宇土高校合計】 671
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JR・路線バス利用者 使用していない 無回答
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③公共交通非利用者の今後の利用意向 

松橋高校の生徒で、公共交通非利用者の約 18％が公共交通を「条件によっては利用したい」

と回答しています。宇城市居住者では約９％であり、市外居住者の約 28％と比べて割合は低く

なっています。 

宇土高校の生徒で、公共交通非利用者の約 19％が公共交通を「条件によっては利用したい」

と回答しています。宇城市居住者では約 32％であり、市外居住者の約 14％と比べて割合は高

くなっています。 

▲高校生の公共交通非利用者の今後の利用意向（居住地別） 

④高校生アンケートのまとめ 

項 目 結果概要 
公共交通の 
利用状況 

・市内に居住し、公共交通を利用する学生は、松橋高校が約 14％に対し、宇土高校
は約 33％と、生徒の３人に 1人が公共交通を利用。 

公共交通非利用者
今後の利用意向 

・市内に居住し、「条件によっては利用したい」学生は、松橋高校が約９％に対し、宇土
高校が約 32％と、公共交通非利用者の３人に 1人が利用意向あり。 

N =

  全  体 735

【松橋高校】宇城市三角町 3

【松橋高校】宇城市不知火町 22

【松橋高校】宇城市松橋町 59

【松橋高校】宇城市小川町 9

【松橋高校】宇城市豊野町 9

【松橋高校】宇城市その他 4

【松橋高校】《宇城市合計》 106

【松橋高校】市外居住 110

【松橋高校合計】 217

【宇土高校】宇城市三角町 0

【宇土高校】宇城市不知火町 31

【宇土高校】宇城市松橋町 96

【宇土高校】宇城市小川町 3

【宇土高校】宇城市豊野町 5

【宇土高校】宇城市その他 1

【宇土高校】《宇城市合計》 136

【宇土高校】市外居住 380

【宇土高校合計】 518
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利用したいとは思わない 条件によっては（JR・路線バス）を利用したい

わからない 無回答
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3.6 住民アンケート調査 

（1）調査概要 

項 目 実施方法・内容等 

調査対象 ■地域住民（18歳以上、無作為抽出）

調査方法 ■郵送による配布・回収 
 ※郵送配布：平成 30年 9月 21 日（金）、投函〆切：平成 30年 10 月 5日（金）

回収票数 ■配布：3,000 票 
■回収：  953 票（回収率：31.8％） 

調査内容 

・属性（性別、年齢、職業、世帯構成、免許保有状況など） 
・車の利用状況と運転に対する意識 
・日常の交通行動 
・地域公共交通の利用状況 
・地域公共交通を利用しない理由 
・地域公共交通に対する潜在的なニーズ 
・地域公共交通維持に対する考え など

（2）回答者属性 

居住地は、松橋町が 40.7％と最も多く、次いで小川町、不知火町、三角町、豊野町の順となっ

ており、本市の地域別人口割合と同様の状況となっています。 

性別は、男性が43.5%、女性が55.9%と女性の割合が若干多くなっています。 

年齢は、全体で 60 歳代が 25.7％と最も多くなっていますが、不知火町では 70 歳代が占める

割合が最も多くなっています。 

▲居住地
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豊野町(n=63)

男性 女性 無回答
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豊野町(n=63)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳代 90歳代 無回答

▲性別 ▲年齢 
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20.8 
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全 体(n=953)

人口割合（H27国勢調査）

三角町 不知火町 松橋町 小川町 豊野町 無回答



64 

（3）運転免許の保有状況 

免許を保有している人は約81％と多数を占めますが、一方で免許を保有していない人は約14％

存在しています。 

免許返納をした人は約3％となっています。 

▲運転免許の保有状況 

（4）自由に利用できる移動手段 

自由に利用できる移動手段として、約74％の人が「車（自分で運転）」をあげています。 

一方で、「車（自分で運転、家族・知人の送迎）」、「自転車」、「原付・バイク」のいずれも利用で

きない人（いわゆる交通弱者）は約4％と、少数ながら存在しています。 

▲自由に利用できる移動手段

73.8 

21.2 

14.3 

3.3 

3.7 

5.6 

66.0 

20.1 

7.6 

4.2 

6.9 

6.9 

69.7 

26.5 

12.9 

4.5 

4.5 

4.5 

78.1 

19.8 

16.2 

1.8 

3.6 

5.2 

74.2 

22.7 

21.2 

4.0 

1.5 

4.5 

77.8 

15.9 

0.0 

4.8 

1.6 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

車（自分で運転）

車（家族・知人の送迎）

自転車

原付・バイク

上記は全て利用できない

無回答

全 体(n=953)

三角町(n=144)

不知火町(n=155)

松橋町(n=388)

小川町(n=198)

豊野町(n=63)

80.7 

73.6 

76.1 

85.3 

80.8 

84.1 

3.4 

4.2 

5.2 

2.6 

2.5 

4.8 

13.5 

19.4 

16.1 

10.8 

14.6 

6.3 

2.4 

2.8 

2.6 

1.3 

2.0 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=953)

三角町(n=144)

不知火町(n=155)

松橋町(n=388)

小川町(n=198)

豊野町(n=63)

持っている 持っていたが返納した 持っていない 無回答
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（5）運転に対する意識 

自動車を運転することについて、大多数の約 95％の人が「今のところ苦にならない」と回答し

ています。 

一方で、「運転することが苦になることがあり、できれば運転を控えたい」と考えている人は約

5％と、少数ながら存在しています。 

▲運転に対する意識

（6）外出機会の喪失状況 

「交通の便が悪いことで、外出をあきらめることがありますか？」との質問に対して、約 23％

の人が「時々ある」、約4％の人が「いつもある」と回答しており、あわせて約27％の人（概ね４

人に1人）が交通の便により外出機会を喪失していると考えられます。 

▲外出機会の喪失状況

71.0 

67.4 

69.0 

73.2 

72.2 

69.8 

22.7

22.2

28.4

21.4

21.7

20.6

4.2

8.3

1.3

3.6

4.5

4.8

2.1

2.1

1.3

1.8

1.5

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=953)

三角町(n=144)

不知火町(n=155)

松橋町(n=388)

小川町(n=198)

豊野町(n=63)

ほとんどない 時々ある いつもある 無回答

94.5 

98.9 

91.7 

95.4 

92.5 

91.8 

5.0 

1.1 

7.4 

4.0 

7.5 

6.1 

0.6 

0.0 

0.9 

0.7 

0.0 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=703)

三角町(n=95)

不知火町(n=108)

松橋町(n=303)

小川町(n=147)

豊野町(n=49)

運転することは、今のところ苦にならない

運転することが苦になることがあり、できれば運転を控えたい

無回答
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（7）目的別の利用交通手段 

目的別の利用交通手段は下図に示すとおりであり、「通勤・通学」、「買い物」、「通院」のどの目

的においても「車（自分で運転）」をあげる人が最も多数（7割以上）を占めています。 

また、「買い物」と「通院」では「車（家族・知人の送迎）」をあげる人も16～17％程度存在し、

「通勤通学」に比べて多いことが特徴的です。 

▲目的別の利用交通手段

【通勤通学】 【買い物】 

【通院】 

6.1 

8.5 

3.0 

81.7 

5.5 

7.3 

2.7 

0.3 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

3.3 

0.0 

90.0 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.3 

12.5 

4.2 

81.3 

2.1 

6.3 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

9.1 

10.4 

3.2 

79.2 

7.1 

8.4 

1.9 

0.6 

0.0 

0.0 

0.6 

4.3 

5.8 

2.9 

85.5 

4.3 

10.1 

4.3 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

4.5 

4.5 

90.9 

0.0 

4.5 

4.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族・知人の送迎）

JR

路線バス

乗合タクシー

無料コミュニティバス

（小川駅～イオンモール宇城）

タクシー

その他

全体(n=328)

三角町(n=30)

不知火町(n=48)

松橋町(n=154)

小川町(n=69)

豊野町(n=22)

9.8 

13.3 

2.1 

81.6 

15.7 

1.7 

2.7 

0.3 

0.6 

2.1 

0.5 

7.4 

9.5 

3.2 

71.6 

17.9 

1.1 

4.2 

1.1 

0.0 

3.2 

0.0 

7.9 

12.9 

2.0 

82.2 

19.8 

4.0 

5.0 

0.0 

0.0 

2.0 

1.0 

13.7 

13.7 

1.9 

82.1 

12.5 

1.9 

3.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0 

7.8 

18.0 

1.6 

86.7 

20.3 

0.8 

0.0 

0.8 

3.1 

1.6 

1.6 

2.3 

7.0 

2.3 

86.0 

7.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族・知人の送迎）

JR

路線バス

乗合タクシー

無料コミュニティバス

（小川駅～イオンモール宇城）

タクシー

その他

全体(n=632)

三角町(n=95)

不知火町(n=101)

松橋町(n=263)

小川町(n=128)

豊野町(n=43)

5.0 

7.3 

0.8 

72.1 

17.4 

2.3 

3.6 

0.8 

0.2 

3.8 

2.3 

4.3 

3.3 

1.1 

63.0 

21.7 

3.3 

7.6 

1.1 

0.0 

4.3 

8.7 

3.6 

4.8 

2.4 

71.1 

21.7 

3.6 

4.8 

1.2 

0.0 

2.4 

0.0 

7.5 

10.0 

0.0 

75.1 

13.4 

2.5 

3.5 

0.5 

0.0 

4.0 

0.5 

3.5 

7.0 

0.9 

74.6 

19.3 

0.9 

0.9 

0.9 

0.9 

4.4 

1.8 

0.0 

9.1 

0.0 

75.8 

12.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転）

車（家族・知人の送迎）

JR

路線バス

乗合タクシー

無料コミュニティバス

（小川駅～イオンモール宇城）

タクシー

その他

全 体(n=524)

三角町(n=92)

不知火町(n=83)

松橋町(n=201)

小川町(n=114)

豊野町(n=33)
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（8）ＪＲの利用について 

①JRの利用状況 

ＪＲを「全く利用しない人」は約42％と多数存在しています。 

一方、週１回以上は利用するという人は、3％程度となっています。 

▲目的別の利用交通手段

②JRを利用しない理由 

ＪＲを利用しない理由としては、「車など他の交通手段の方が便利だから」をあげる人が約

76％を占め最も多くなっています。 

次いで、「自宅から駅までが遠いから」をあげる人が約24％と多くなっており、なかでもＪＲ

駅が存在しない豊野町でこの理由をあげる人が多く約49％を占めています。 

▲ＪＲを利用しない理由 

2.3 

3.2 

2.3 

3.5 

1.6 

0.5 

0.6 

0.8 

0.5 

0.3 

0.7 

0.5 

6.3 

4.9 

9.7 

5.9 

7.1 

1.6 

44.2 

42.4 

49.0 

46.4 

46.0 

20.6 

42.1 

47.2 

36.1 

41.5 

36.9 

65.1 

4.3 

4.9 

1.3 

2.6 

6.1 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体(n=953)

三角町(n=144)

不知火町(n=155)

松橋町(n=388)

小川町(n=198)

豊野町(n=63)

週５日以上 週３～４日 週１～２日 月に１～３回 年に数回 全く利用しない 無回答

75.8 

23.7 

11.5 

4.2 

2.5 

2.5 

6.7 

3.2 

0.2 

16.5 

7.0 

69.1 

17.6 

13.2 

5.9 

7.4 

2.9 

11.8 

2.9 

1.5 

22.1 

5.9 

69.6 

17.9 

7.1 

1.8 

0.0 

0.0 

1.8 

1.8 

0.0 

17.9 

7.1 

79.5 

24.8 

8.1 

4.3 

0.6 

2.5 

6.2 

3.1 

0.0 

18.0 

5.0 

78.1 

16.4 

16.4 

2.7 

1.4 

4.1 

2.7 

2.7 

0.0 

6.8 

11.0 

78.0 

48.8 

19.5 

7.3 

4.9 

2.4 

12.2 

7.3 

0.0 

17.1 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

車などの他の交通手段の方が便利だから

自宅から駅までが遠いから

駅から目的地が遠いから

運行本数が少ないから

利用したい時間に運行していないから

運賃が高いから

荷物等が多いから

利用方法（乗り方等）が分からないから

乗車している時間が長いから

その他

無回答

全 体(n=401)

三角町(n=68)

不知火町(n=56)

松橋町(n=161)

小川町(n=73)

豊野町(n=41)
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③ＪR非利用者の今後の利用意向 

ＪＲ非利用者のうち、約８％の人がＪＲを「条件によっては利用したい」と回答しており、特

に松橋町居住者で多い傾向にあります。 

条件として、「他の交通手段（バス・車・自転車等）との乗り換えが便利になれば」をあげる

人が約4割を占めています。 

▲ＪＲ非利用者の今後の利用意向 

▲JR を利用するための条件

40.9 

35.3 

39.3 

40.4 

45.2 

46.3 

7.7

8.8

3.6

11.8

1.4

7.3

39.9

42.6

42.9

37.9

41.1

39

11.5

13.2

14.3

9.9

12.3

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=401)

三角町(n=68)

不知火町(n=56)

松橋町(n=161)

小川町(n=73)

豊野町(n=41)

利用したいとは思わない 条件によっては利用したい わからない 無回答

38.7 

12.9 

38.7 

19.4 

33.3 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

42.1 

15.8 

36.8 

15.8 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

66.7 

33.3 

33.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

他の交通手段（バス・車・自転車等）との

乗り換えが便利になれば

ダイヤが希望にあえば

その他

無回答

全 体(n=31)

三角町(n=6)

不知火町(n=2)

松橋町(n=19)

小川町(n=1)

豊野町(n=3)
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（9）路線バス・乗合タクシーの利用について 

①路線バス・乗合タクシーの利用状況 

路線バス・乗合タクシーを「全く利用しない」人は約 80％と多数存在しており、その理由で

は「車などの他の交通手段の方が便利だから」をあげる人が多数（約87％）を占めています。 

一方、「路線バスを利用している」人は約 8％、路線バスと乗合タクシーのどちらも利用して

いる」人は約１％となっています。 

▲路線バス・乗合タクシーの利用状況

②路線バス・乗合タクシーを利用しない利用 

路線バス・乗合タクシーを利用しない理由としては、「車など他の交通手段の方が便利だから」

をあげる人が約87％を占め最も多くなっています。 

▲路線バス・乗合タクシーを利用しない理由

8.4 

7.6 

9.7 

11.3 

2.0 

7.9 

2.5

1.4

3.9

3.1

2.0

1.2

0.7

3.2

1.3

80.2

81.9

77.4

78.1

86.4

81.0

7.8

8.3

5.8

6.2

9.6

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=953)

三角町(n=144)

不知火町(n=155)

松橋町(n=388)

小川町(n=198)

豊野町(n=63)

路線バスを利用している
乗合タクシーを利用している
路線バスと乗合タクシーのどちらも利用している
全く利用しない

87.2 

15.8 

8.6 

17.8 

10.5 

7.2 

8.2 

3.8 

3.8 

8.5 

2.4 

83.1 

11.9 

5.1 

9.3 

10.2 

2.5 

6.8 

5.9 

3.4 

12.7 

1.7 

90.0 

12.5 

7.5 

16.7 

10.0 

10.0 

6.7 

3.3 

3.3 

4.2 

2.5 

86.1 

15.8 

9.6 

22.8 

11.2 

8.6 

8.9 

3.6 

4.0 

9.6 

3.0 

87.1 

22.2 

10.5 

14.0 

9.4 

4.1 

8.2 

4.1 

3.5 

7.6 

2.3 

96.1 

11.8 

7.8 

23.5 

11.8 

13.7 

9.8 

0.0 

5.9 

5.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

車などの他の交通手段の方が便利だから

自宅からバス停までが遠いから

バス停から目的地が遠いから

運行本数が少ないから

利用したい時間に運行していないから

運賃が高いから

荷物等が多いから

利用方法（乗り方等）が分からないから

乗車している時間が長いから

その他

無回答

全 体(n=764)

三角町(n=118)

不知火町(n=120)

松橋町(n=303)

小川町(n=171)

豊野町(n=51)
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③路線バス・乗合タクシーの今後の利用意向 

路線バス・乗合タクシー非利用者のうち、約 18％の人が「条件によっては利用したい」と回

答しており、その条件は地域によって多少のばらつきがありますが、全体では「バス停が自宅近

くにあれば」をあげる人が39％で最も多くなっています。 

▲路線バス・乗合タクシー非利用者の今後の利用意向

▲路線バス・乗合タクシーを利用するための条件

30.5 

28.0 

32.5 

29.4 

28.1 

45.1 

17.7

12.7

17.5

20.5

17.5

13.7

44.1

47.5

43.3

42.9

49.1

29.4

7.7

11.9

6.7

7.3

5.3

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体(n=764)

三角町(n=118)

不知火町(n=120)

松橋町(n=303)

小川町(n=171)

豊野町(n=51)

利用したいとは思わない 条件によっては利用したい わからない 無回答

22.2 

21.5 

24.4 

39.3 

18.5 

15.6 

26.7 

13.3 

20.0 

26.7 

13.3 

26.7 

19.0 

14.3 

33.3 

19.0 

19.0 

19.0 

24.2 

30.6 

29.0 

40.3 

17.7 

11.3 

20.0 

10.0 

16.7 

63.3 

20.0 

10.0 

14.3 

28.6 

0.0 

14.3 

28.6 

42.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

他の交通手段（バス・車・自転車等）との乗り換えが

便利になれば

ダイヤが希望にあえば

ルートが希望にあえば

バス停が自宅近くにあれば

その他

無回答

全 体(n=135)

三角町(n=15)

不知火町(n=21)

松橋町(n=62)

小川町(n=30)

豊野町(n=7)
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（10）公共交通に対する意向 

①公共交通の行政支援について 

公共交通に対する行政支援に関しては「公共交通は市民の移動手段として維持すべきであり、

行政支援は仕方がないと思う」が約59％を占め最も多くなっています。 

▲公共交通に対する行政支援について 

②公共交通を維持するための協力について 

公共交通を維持するために協力できそうなこととしては、「利用できそうな時はなるべく公共

交通を利用するようにする」が約59％を占め最も多くなっています。 

▲公共交通を維持していくために協力できそうなこと 

58.7 

20.8 

4.5 

7.1 

11.3 

56.9 

20.1 

4.9 

2.8 

16.7 

61.9 

18.1 

1.9 

7.7 

12.3 

59.3 

22.4 

4.6 

8.5 

8.5 

56.1 

23.2 

5.6 

8.1 

9.6 

60.3 

12.7 

6.3 

4.8 

15.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公共交通は市民の移動手段として維持すべきであり、

行政支援は仕方がないと思う

行政支援はある程度必要だと思うが、市民と交通事業

者・行政が協力しあって、多少不便になっても公共交通

の経費を削減できるよう努力すべき

公共交通は利用者の負担で維持すべきであり、行政の

支援はなくてよい

その他

無回答

全 体(n=953)

三角町(n=144)

不知火町(n=155)

松橋町(n=388)

小川町(n=198)

豊野町(n=63)

58.6 

6.7 

6.1 

9.0 

8.2 

22.0 

59.0 

11.1 

5.6 

6.9 

8.3 

26.4 

65.8 

4.5 

4.5 

8.4 

7.1 

20.6 

59.0 

6.4 

6.4 

9.5 

7.5 

19.3 

55.6 

7.1 

6.6 

9.1 

9.1 

22.7 

49.2 

3.2 

7.9 

12.7 

11.1 

27.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用できそうな時は、なるべく公共交通を利用するよう

にする

今以上に公共交通を利用する回数を増やす

公共交通を維持するための寄付等に協力する

地域の行事等での団体移動で公共交通を利用するな

ど、利用促進を図る活動に参加する

その他

無回答

全 体(n=953)

三角町(n=144)

不知火町(n=155)

松橋町(n=388)

小川町(n=198)

豊野町(n=63)
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（11）住民アンケートのまとめ 

項 目 結果概要 
日常の移動状況 ・車（自分で運転）を自由に利用できる人は約 74％、このうち「できれば運転を控えた

い」人が約 5％存在。 
・交通の便が悪いことで外出をあきらめることがある人は、「時々ある」、「いつもある」をあわ
せて 4人に 1 人（約 27％）が外出機会を喪失、三角町・不知火町で多い傾向。 
・移動の目的別では、通勤通学・買い物・通院のどの目的においても、車（自分で運
転）を利用する人が多数（7 ８割）。 

JR の利用状況 ・週１回以上利用する人は３％程度と少数、一方で全く利用しない人は約 42％。 
・利用しない理由では、「車などの他の交通手段の方が便利」とする人が多数（約
76％）、豊野町では「自宅から駅までが遠い」ことをあげる人も多い（約 49％）。 
・非利用者のうち、条件によっては利用したいと考える人は約 8％で、その条件は「他の交
通手段との乗り換えが便利になれば」をあげる人が多い（約 4割）。 

路線バス・乗合タク
シーの利用状況 

・路線バス・乗合タクシーを全く利用しない人が約 80％と多数。 
・利用しない理由では、「車などの他の交通手段の方が便利」とする人が多数（約
87％）、小川町では「自宅からバス停まで遠い」こと、松橋町・豊野町では「運行本数
が少ない」ことをあげる人も多い。 
・非利用者のうち、条件によっては利用したいと考える人は約18％で、その条件は「バス停
が近くにあれば」をあげる人が多く（約 39％）、特に小川町で多い。 

公共交通に対する
意向 

・公共交通に対する行政支援に関しては、「市民の移動手段として維持すべきであり、行
政支援は仕方がない」と行政支援に肯定的な人が過半数の約 59％を占める。 
・公共交通を維持するための協力については、「なるべく公共交通を利用する」と自発的な
利用を考える人が過半数の約 59％を占める。 



73 

4.1 地域公共交通が抱える課題 

（1）本市が目指す将来都市像 

本市においては、第2次宇城市総合計画に掲げているよう、以下に示す「将来都市像」および「ま

ちづくりの基本目標」を踏まえ、それらの実現に向けた様々な取り組みを進めているところです。 

■基本構想 

第４章 基本方針 

将来都市像 『ちょうどいい！住みやすさを実感できる都市
ま ち
・宇城』 

計画終了時点で人口55,000人以上を維持できる持続可能なコンパクトシティの形成により、市民一人ひと

りにとって「ちょうどいい！住みやすさを実感できる都市（まち）」を目指します。 

基本目標 

「復興する」まちづくり

県の「平成 28 年熊本地震からの復旧・復興プラン」で掲げられた 3 原則「Ⅰ 被災された方々の痛みを

最小化する」「Ⅱ 単に元あった姿に戻すだけでなく、創造的な復興を目指す」「Ⅲ 復旧・復興を熊本の更

なる発展につなげる」にもとづき、国や県、被災した県内自治体と連携し早期の復旧・復興に向けたまちづ

くりを進めます。 

「育てる」まちづくり

本市の次代を担う子どもたちが、将来にわたって主体的かつ社会の変化に柔軟に対応していくための幅広

い知識と教養を身につけ、豊かな人間性と健やかな身体を養い、たくましく成長できる教育環境と子育て支

援が充実したまちづくりを進めます。 

「住み続ける」まちづくり

全ての市民が、「ちょうどいい！住みやすさ」を実感できる医療や保健、福祉、介護をはじめとした各種行

政サービスや生活環境の整備、そして災害対策の充実や防犯対策の向上を図ることで、将来にわたって安全

で安心して住み続けられるまちづくりを進めます。 

「持続する」まちづくり

土地の有効活用による乱開発抑制や農地・緑地の保全や少子高齢化に対応するためのコンパクトシティの

形成、また継続的な流入や移住者の迎え入れを可能にする産業基盤や都市機能の整備を図ることで持続して

いくまちづくりを進めます。 

「選ばれる」まちづくり

将来にわたって豊かで安心できる生活のためには持続的発展が不可欠であるため、交流人口や移住・定住

者の増加、「ちょうどいい！」と実感できる環境や基盤の整備、そして、本市ブランドの確立と向上に向けた

戦略的取り組みにより、さまざまな目的に選ばれるまちづくり進めます。 

「活躍する」まちづくり

さまざまな交流の機会や住民が主役となるまちづくり活動やコミュニティビジネスなど、市民が参画する

機会の創出により、障がいのある人や定年を迎えた高齢者層、子育てが一段落した女性、若者など、まちづ

くりの担い手としての役割や仕事で活躍できるまちづくりを進めます。 
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現在、本市で作成している計画等におけるまちづくりに関する方針や関連する課題は下記のとお

りです。 

【まちづくりに関する方針及び課題】 

計 画 まちづくりの基本方針 課 題 
第２次宇城市総合計画 

（基本構想・前期基本計画） 

【平成29年度～平成36年度】 

○JR松橋・小川・三角各駅周辺の定

住拠点化 

◆都市基盤整備 

 地域公共交通網の再編成と交通結

節点整備

◆地方創生 

 公共交通・買い物支援などの対策

強化 

①公共交通ネットワーク整備

②路線バス維持に係る補助金増

加 

③交通空白地の点在

関
連
計
画

宇城市都市計画マスター

プラン 

【平成21年度策定】 

○持続可能なやり方による暮らしや

すい都市 

◆広域的な交通結節点実現

◆熊本・八代の中央に位置する住宅

都市 

①コンパクトシティ化

②中心市街地の活性化

③市街地バリアフリー化 

④都市施設の整備・充実 

⑤交通環境充実 

宇城市地域公共交通 

総合連携計画 

【平成23年度～ 

平成27年度】 

 ①交通空白地の点在

②交通拠点の分散 

③三角港周辺における移動利便

性の低さ 

宇城市まち・ひと・しごと

創生総合戦略 

【平成27年度～ 

平成31年度】 

○稼ぐ力を高めるための人の流れを

作る 

○稼ぐ力を高めるための社会システ

ム構築 

①公共交通の減便 

②店舗の減少

③25～40歳代の転出超過 

宇城市「駅まち☆未来創生

会議」 

【平成29年度～ 

     平成 30年度】 

○宇城市まち・ひと・しごと創生総

合戦略に掲げる目標達成 

◆松橋駅・小川駅周辺の総合活性化 

◆松橋駅及び小川駅周辺地域におけ

る交通結節機能

①駅の交通結節（ハブ）機能欠如

②空家、空地、空店舗の点在

宇城市公共施設等総合管

理計画 

【平成27年度～ 

平成66年度】 

○施設の効率・効果的な適正配置に

よる施設等の最適化の実現の支援 

○既存施設の有効活用の支援 

【各計画において共通するまちづくりの基本方針】 

○交通結節点（機能）の整備 

【各計画において共通する課題】 

①交通結節点（機能）の欠如 ②交通空白地の存在 ③空物件の点在 ④コンパクトシティ化 
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その他、関連計画等において地域公共交通に求められている役割と関連する施策等については以

下のとおりとなっています。 

【地域公共交通に求められる役割（1/2）】 

計 画 地域公共交通に求められる役割 地域公共交通に関する施策 
第２次宇城市総合計画 

（基本構想・前期基本計画） 

【平成29年度～平成36年度】 

○地域が目指す「将来都市像」の実現

の支援 

 『ちょうどいい！住みやすさを実感

できる都市・宇城』 

○「持続する」まちづくり 

みんなが使いやすい公共交通網の

充実 など 

○みんなが使いやすい公共交通

網の充実 

：公共交通網の整備、公共交

通機関の利用促進、公共交

通空白地への対応 

○公共交通結節拠点の整備 

：松橋駅の整備・回遊ツール

の形成 など 

関
連
計
画

宇城市都市計画マスター

プラン 

【平成21年度策定】 

○拠点地区や拠点連絡軸の形成を 

支援 

○JR駅周辺の市街化 

○JR駅を中心としたバス路線 

網の充実 

○JR 駅を核と地区全体の整備

計画の検討 など 

宇城市地域公共交通 

総合連携計画 

【平成23年度～ 

平成27年度】 

 ○交通空白地への新たな生活交

通の導入 

○既存の公共交通の利用者ニー

ズに沿った合理化 

○JR駅と地域間生活交通ネッ

トワーク（幹線バス路線）を

中心とした公共交通体系の構

築 など 

宇城市まち・ひと・しごと

創生総合戦略 

【平成27年度～ 

平成31年度】 

○稼ぐ力を高めるための都市核の競

争力を強化するとともに、人口減少

に合わせた地域システムの構築を

支援 

・人口減少に合わせた地域システム

の構築 

○公共交通・買物支援等の社会

システムの抜本的対策の推進 

・地域ごとの将来ビジョンの

作成 

・持続可能な体制づくり 

など 

宇城市「駅まち☆未来創生

会議」 

【平成29年度～ 

○松橋駅・小川駅周辺の総合活性化の

支援 

・松橋駅及び小川駅周辺地域におけ

る交通結節機能 

・小川駅西口開発構想（仮称） 

○公共交通対策 

・バスターミナルの松橋駅前

の移転可能性 

・松橋駅と周辺施設を結ぶ循

環バスの運行 

・小川駅へのアクセス向上 

など 

宇城市公共施設等総合管

理計画 

【平成27年度～ 

平成66年度】 

○施設の効率・効果的な適正配置によ

る施設等の最適化の実現の支援 

○既存施設の有効活用の支援 
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【地域公共交通に求められる役割（2/2）】 

計 画 地域公共交通に求められる役割 地域公共交通に関する施策 

関
連
計
画

宇城市高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画（第

7期） 

【平成30年度～ 

平成32年度】 

○高齢者の生活を支える多様なサー

ビスの活用を目指したまちづくりの

支援 

○高齢者等の移動手段の確保 

・需要の有無の把握 

・必要に応じた移動手段の 

確保 

熊本地域公共交通網形成

計画 

【平成28年度～ 

平成37年度】 

 ○ゾーンバスシステムの導入 

・リバグリーン八幡周辺を乗

換拠点として、以北・以南

を幹線・支線とするシステ

ムの導入 

○P&R等の整備 など 

上天草市地域公共交通網

形成計画 

【平成30年度～ 

平成34年度】 

 ○路線バスを活用したバスパッ

ク等の商品開発 

○観光施設や商業施設と連携し

た地域公共交通の広報媒体作

成 など 

八代市地域公共交通再編

実施計画 

【平成29年度～ 

平成32年度】 

 ○公共交通ネットワークの維

持・再編 

・松橋線（国道経由）： 

路線延伸 

 ・松橋線（県道経由）： 

現状維持 など 

美里町地域公共交通網形

成計画 

【平成29年度～ 

平成33年度】 

 ○地区拠点の設定と機能強化 

○バス停留所の待合環境の整備  

・バス停留所の上屋・ベンチ

の設置  

・協力施設への待合スペース

設置        など 

【観光振興と地域公共交通】 

○平成27（2015）年7月に三角西港が荒尾市の万田抗などとともに「明治日本の産業革命遺

産」としてユネスコ世界文化遺産に登録されました。 

○登録後は観光客が多く来訪しましたが、翌年の熊本地震発生以降、その数は伸び悩んでおり、  

第 2次総合計画やまち・ひと・しごと創生総合戦略に定める「稼げる観光地域」として「滞在

型観光地」を目指して各事業に取り組んでいます。 

○三角地域はJR三角駅と産交バス三角営業所が近接する恵まれた条件にありますが、電車から

バスやタクシーへの乗り継ぎは少ない状況です。 

○今後は、「乗合タクシーを活かした戸馳島観光ルート策定」や「バスによる三角西港へのアク

セス向上」を地域公共交通の観光への課題として取り組んでいきます。
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出典：宇城市都市計画マスタープラン 
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【宇城市地域公共交通総合連携計画の概要】 

○計画策定の背景と目的：生活交通の活性化や観光需要の喚起、観光客の移動手段となる公共交

通の連携・活性化を図るため、自治体や公共交通事業者、住民による検討・協議を行い、利用

者ニーズの変化や地域の交通事情の変化などに柔軟な対応ができる交通体系の構築 

計画の基本的な方針 
①交通空白地への新たな生活交通の導入 
・交通空白地となっている地域の中でも、高齢化率の高い地域や、新たな公共交通の導入に関する要望が寄せられてい
る地域からモデル地区を選定し、各地域の実情に応じて、地域間生活交通ネットワーク（幹線バス路線）と密接に接
続する新たな生活交通の導入について検討します。 
・交通手段の検討にあたっては、運行ルートなどの運行計画のみではなく、今後の維持・継続のための体制等についても、
地域住民と一体となった協議を行います。 

②既存の公共交通の利用者ニーズに沿った合理化 
・増加傾向にある公共交通への市の財政負担を軽減するため、アンケート等から得られた利用者のニーズに応じ、運行の
合理化を図ります。 
・また、運行ルートや停留所の位置、JR と路線バスのとのダイヤの調整等についても利用者ニーズに合わせ、必要に応じて
全体的な調整・変更を行うことで、バス交通の利用促進を図ります。 

③JR駅と地域間生活交通ネットワーク（幹線バス路線）を中心とした公共交通体系の構築 
・旧町の中心地には公共施設や商業施設、医療施設などの主要施設が集中していることから、旧町の中心地において、
交通拠点となる JR駅と地域間生活交通ネットワーク（幹線バス路線）を中心とした公共交通体系を構築します。 
・路線バスと JR の拠点については、松橋産交と松橋駅間の移動利便性の確保についても検討を行います。 
・JR 駅は公共交通の利用者のみではなく、自家用車等からの利用も考えられることから、公共交通からの乗換に限定せ
ず、広い視点からアクセス性の向上を図ります。 

④情報発信の強化 
・公共交通についての情報発信を強化し、これまでの利用者に加え、公共交通を利用していなかった人にも、公共交通の
運行状況等を分かりやすく伝えることで、路線バス・JR などの全体的な利用促進を図ります。 

⑤三角港周辺における観光客の移動利便性の確保と JR三角線を活用した利用促進策の検討 
・九州新幹線の全線開業を受け、三角港周辺の観光地としての魅力度向上を図るため、同地域周辺における観光客の
移動利便性向上に向けた、新たな交通手段を導入します。 
・また、三角港周辺に観光客を呼び込むため、JR 三角線を活用した利用促進策を検討します。 
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事業の内容 取り組み状況など 
・交通空白地におけるワークショップの開催および生活交通の導入計画の検討

交通空白地の中でも高齢化率が高い地域などの移動不便地域からモデル地
区を選定し、地域の特性に応じて、地域間生活交通ネットワーク（幹線バス路
線）と密接に接続する新たな生活交通の導入に向け、地域住民からの直接の意
見聴取および合意形成を諮るため、ワークショップを開催します。 
なお、ワークショップは小学校区単位を基本とし、交通手段の検討のみではな
く、導入のための体制作り（地域協議会）や、行政としての支援のあり方、経年
的な運行の可否を判断するための基準等についても、協議・検討を行います。 

・交通空白地であった不知火町長
崎地区と小川町小野部田地区に
おいて、新たに乗合タクシーを運行
開始 

・三角 松橋間への快速バスの導入
宇城市の中心部である松橋市街地との距離や、買物・通学時における公共交
通の重要性を考慮し、三角 松橋間において、速達性を重視した快速バスを導
入します。 
・ニーズに応じたバス交通の再編
バス交通の合理化および利便性の向上に向け、今回実施したアンケート等によ
り得られた改善要望に応じ、運行ルートやダイヤ、停留所位置等についての見直
しを行います。 
現在運行している乗合タクシーについては、予約への抵抗感があるなどの課題
が見られることから、当日でも利用が可能なシステムなど、更なる利便性向上施策
について検討します。 

・三角 松橋間においては、交通事
業者との協議等を適宜行い改善に
向けて継続協議中 
・既に乗合タクシーを導入していた小
川町海東方面及び三角町戸馳地
区においては、午後の便においては
当日午前中まで予約可能となるよ
う見直すとともに、利用者等の声を
把握し、運行内容等の見直しを適
宜実施 

・JR駅周辺における市街地循環バスの導入
JR 駅周辺に点在する市役所などの主要施設間の移動利便性を確保するた
め、交通拠点となる JR 駅と地域間生活交通ネットワーク（幹線バス路線）を中
心とした市街地循環バスを導入します。 
・JR駅における駐車場の整備によるパークアンドライドの推進
JR 駅へのアクセス性を向上させ、JR や市街地循環バス利用時のパークアンドラ
イドを推進するため、JR 駅周辺に駐車場を整備します。 

・市街地循環バスの導入において
は、導入システムも含めて継続協
議中 
・パークアンドライド駐車場に関して
は、松橋駅と小川駅における今後
の駅整備等において確保予定 

・公共交通マップの作成・配布
公共交通の全体的な再編に伴い、再編後のルートやダイヤ等を記載した公共
交通マップの作成および配布を行います。 
・宇城市ホームページを活用した公共交通情報の発信
再編した公共交通についての情報をインターネット上で配信できるよう、宇城市
のホームページを活用し、情報発信サイトを構築します。 

・情報提供に関しても、今後実施予
定であるが、乗合タクシーに関する
情報は宇城市ホームページで提供
中 
・その他、広報誌等に市民に地域公
共交通に関する意識を啓発する記
事等を掲載 

・三角港周辺における新たな移動手段の導入
九州新幹線の全線開業を受け、三角港周辺の観光地としての魅力度向上を
図るため、平成24年度に定期航路の実証運行を行うと共に、レンタサイクルや三
角東港 西港間のバスなどの新たな交通手段を導入します。
・観光客誘致のための利用促進策の検討
三角港周辺に観光客を呼び込むため、JR 三角線のラッピングトレインの運行や
ガイドブック等による三角周辺の観光情報の発信、駅弁やおみやげの開発などとい
った JR 三角線を活用した利用促進策を、県及び関係自治体や JR など関係機
関と連携して事業を進めていきます。 

・三角西港が世界文化遺産に登録
されたこともあり、上天草市等と連
携して、天草宝島ラインの利用促
進や、三角駅 三角西港を結ぶ
路線バス、「うきうきあまくさ♪シャレ
トル便」を運行中 
・現在、三角駅を拠点とした超小型
モビリティの運行やシェアサイクルの
実施など、「うきモビ」を実施中 
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（2）地域公共交通が抱える課題 

地域の概況や将来動向等から地域公共交通が抱える課題を整理すると以下のとおりとなります。 

地域公共交通の整備状況・利用状況
市全体

（各町共通）
・鉄道の松橋駅、小川駅、三角駅が交通拠点
・高校生をはじめとした松橋駅及び小川駅の利用者が存在（熊本・宇土、八代方面） 
・駅までの交通手段は車での送迎、自転車が中心で、公共交通相互を乗り継ぐ等の利用形態は少ない 
・路線バス利用者は減少傾向が著しく、本市と周辺市町間を移動する利用形態が多い 
・乗合タクシーは地区によって利用者数の減少が著しく、利用者は免許非保有者の高齢者 
・路線バス、乗合タクシーを全く利用しないと回答する市民が約 8割 
・路線バスや乗合タクシーの利用意向は約2割と比較的高く、条件としてはバス停等が自宅に近いが最も多
い 
・高齢化が進展した地域が点在し、地域公共交通網が未整備で、外出機会に差異が発生 
・交通空白地が存在（山間部や沿岸部）し、生活が不便になるとの理由で免許返納が行えない

〔各町の状況や各町独自の地域公共交通が抱える課題〕 
三角町 ・路線バスの利用者のうち、宇城市内もしくは宇城市 宇土市間の利用は主に小中学生（路線バスとスク

ールバスのルートが重複及び路線バスダイヤのミスマッチが発生） 
・また、宇城市 上天草市間の利用は主に上天草市民
・交通の便が悪く、他地域と比較して外出機会を喪失している住民が最も多く存在 
・休日に鉄道を利用する観光客の三角駅から目的地までの交通手段は船が多く、路線バス利用は少ない

不知火町 

・路線バス利用者が少なく、地域公共交通維持に対する意識が低い
・また、乗合タクシーの利用者数は最も少ない 
・ただし、できれば運転を控えたいというニーズは比較的高い 
・路線バスとスクールバスのルートが重複及び路線バスダイヤのミスマッチが発生

松橋町 

・鹿児島本線の松橋駅が立地（住所は不知火町）
・松橋駅から約 1km の場所に路線バスの拠点となる松橋産交が立地し、熊本市・宇土市・八代市・砥用
町・三角町など各方面に運行 
・鉄道と路線バスの交通結節機能が弱く、市役所や松橋高校など主要拠点が未カバー 
・松橋駅を拠点として、高校生等の利用者がおり、地域公共交通の利用状況は高い（ただし町内間での
利用は少ない） 
・JR や路線バス、乗合タクシーの利用意向が高い（潜在的需要が多い） 
・一方、路線バスのダイヤ改善のニーズが高い

小川町 

・路線バスは松橋 八代間を結ぶ路線のみで、国道 3号の一部バス停（一軒屋、三軒屋）で乗降がみら
れるのみ（利用者は少ない） 
・イオンモール宇城が小川駅から独自に無料コミュニティバスを運行

豊野町 

・国道 218 号に松橋・宇土 砥用間を結ぶ路線バスが運行（高校生が通学等で利用）
・南北方向は、段鶴 城南・熊本間の路線が運行（1往復）も利用者は極めて少ない 
・高齢者福祉移動支援を実施しているものの、地区によって利用状況にばらつきが発生 
・豊野小学校を南北に循環するスクールバスが運行
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地域の概況や将来動向 地域公共交通が果たすべき役割 地域公共交通が抱える課題 
・人口減少、少子高齢化の進展
・高齢化の進展に伴う社会保障費などの増
加 
・日常生活等に必要となる生活施設（病
院、スーパーなど）が松橋駅や松橋市街地
などの一部地域にのみ集積 
・市全体での小中学校の統廃合などさらなる
効率化 
・地域間格差の拡大 
・地域公共交通を担う交通事業者の運転手
不足や高齢化による撤退の恐れあり 

・市が目指す将来都市像の実現に
向けた社会インフラ 
・市民の日常生活を支える移動手
段 
・高齢者等の外出機会を創出し、
地域の活力維持を支える移動手
段 
・来訪者等の移動手段を支え、地
域の魅力向上を支援 

①地域公共交通の維持、確保
（地域公共交通利用者の減少と行政負担
の増加、交通事業者を制限する乗務員
不足及び乗務員の高齢化） 
②地域公共交通の連携及び交通結節機能
強化 
③交通空白地等の解消 
④地域公共交通に対する市民の関心の向
上 
⑤地域公共交通に対する情報提供の推進 

・人口は三角駅周辺に集積しているものの、
戸馳島や山間地にも点在 
・買い物や通院等の外出先は、町内及び松
橋町に加え、上天草市など広域に及ぶ 
・世界文化遺産の三角西港が立地 
・今後、日常生活等に必要な生活施設が撤
退の恐れあり 

・町内における小中学生や高齢者
等をはじめとする交通弱者の移動
を支える手段 
・観光客をはじめとする来訪者の移
動を支え、まちの賑わい創出を支
援する移動手段 

①地域公共交通の維持、確保
・路線バスによる小中学生の送迎におけるダ
イヤのミスマッチ及びスクールバスと路線バス
のルート重複の解消 
・既存乗合タクシーの運行内容等の改善 
・観光客等、来訪者の移動手段の確保 
③交通空白地等の解消 
・スクールバスの活用による移動手段の確保 

・人口は松橋駅周辺や松合地区に集積して
いるものの、国道沿線や山間部にも分布 
・松橋駅を拠点としたまちづくりの進展に伴
い、駅及び市街地へ施設等の集積 

・町と松橋駅及び松橋市街地を結
び、町内における高齢者等の日常
生活を支える移動手段 

①地域公共交通の維持、確保
・路線バスによる小中学生の送迎におけるダ
イヤのミスマッチ及びスクールバスと路線バス
のルート重複の解消 
・既存乗合タクシーの運行内容等の改善 
③交通空白地等の解消 
・スクールバスの活用による移動手段の確保 

・人口は松橋駅をはじめ、松橋市街地に集
積 
・松橋駅を拠点としたまちづくりの進展に伴
い、駅及び市街地へ施設等の集積 
・今後、市街地と周辺部において地域間格
差が発生 

・宇城市の中枢拠点として、周辺
町とを結び、市民の日常生活を支
える移動手段 
・松橋市街地等での回遊性を支援
し、日常生活を支える移動手段 

①地域公共交通の維持、確保
・松橋駅を拠点とした路線バスの役割の明確
化 
②地域公共交通の連携強化 
・市街地内における回遊性の向上（きめ細
かな移動への対応） 

・小川駅周辺に人口が集積しているものの、
山間部にも人口が点在し、高齢化率が高
く、地域差が発生 
・イオンモール宇城を核として周辺及び国道 3
号沿線に必要施設が立地 
・今後、小川駅を拠点としたまちづくりの進展
に伴い、駅及び市街地（イオンモール宇城
周辺）へと施設等が集積 

・町内各地域と小川中心部を結
び、町内における高齢者等の日常
生活を支える移動手段 

①地域公共交通の維持、確保
・既存乗合タクシーの運行内容等の改善 
②地域公共交通の連携強化 
・商業施設等独自システムの活用・連携 

・山間部が主であり、人口は点在
・日常生活に必要となる各種施設の立地は
乏しく、国道218号を挟み、北部地域は熊
本市城南方面、南部地域は松橋町に依
存 

・町と松橋市街地もしくは小川中心
部を結び、町内における高校生や
高齢者等の日常生活を支える移
動手段 

③交通空白地等の解消
・スクールバス等の活用による移動手段の確
保 
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4.2 課題解決に向けた基本方針 

地域公共交通が抱える課題に対して、地域公共交通のあるべき姿として、基本理念を設定し、地

域公共交通が抱える課題の解決に向けた基本方針を以下のとおり設定します。 

③交通空白地等の解消

④地域公共交通に対する市民の関心の向上 

⑤地域公共交通に対する情報提供の推進 

②地域公共交通の連携及び交通結節機能強化

①地域公共交通の維持、確保

地地域域公公共共交交通通がが抱抱ええるる課課題題

②導入や存続に基準を設け、メリハリある
地域公共交通を目指します

③路線バス等のサービス水準を見直します 

④交通空白地の解消を図ります

⑤免許返納者等高齢者や障がい者を支え
る地域公共交通導入を図ります 

⑥地域公共交通を利用して守る意識の醸
成を図ります 

①交通拠点や医療機関、商業施設等を効
率的に結ぶ地域公共交通網を形成し、
人口減に対応できるコンパクトシティ形成
の基礎とします

基基 本本 方方 針針

”べんり“から一歩ふみ出す  
 公共交通利用20%への転換 

基本理念
（地域公共交通のあるべき姿） 
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・平成23年策定の連携計画では、交通空白地対策として2地区における乗合タクシー制度を創設し
現在も運行しています。 

・半年の試験運行期間や経費の 30％を運賃で充足できない場合、その差額を区の負担とする条件を
設けましたが、その後の運行結果の見直しにかかる基準等を設けていなかったため、一部利用の少
ない路線が今も運行しています。 

・今後の他地区への導入及びバスから乗合タクシー等への転換の際にも、導入及び存続の基準を設け、
公共投資の効率化を図るものとします。 

・なお、系統廃止の決定までには利用状況の改善策を講じ、それでも利用が増えない場合に廃止を検
討するものとします。

・路線バス系統の乗車人員及び運行回数と沿線人口や交流人口等を勘案し、路線バス運行水準の適正

化など、サービス水準を見直します。

・平成 23 年策定の連携計画でも交通空白地の解消を目標として、2 地区において乗合タクシーを導
入しました。今回の網形成計画においても、引き続きバス停等から 500m 以上離れた地区を交通
空白地と定義し、公共交通の不足により日常生活における移動が制限される住民を対象として解消
を図るものとします。 

・導入にあたっては、基本方針②の基準を用い、市が持つスクールバス等の資源が最大限有効活用さ
れるよう努めます。

・平成 26 年度から 38％以上増えている免許返納者の自動車運転に続く移動手段の提供を図るとと
もに、ルート変更や新設にあたっては、障がい者や高齢者を支える公共交通網形成の観点も重視す
るものとします。 

・新規系統やルート変更に当たっては、基本方針③によって創出した資源（車両・運転士）を活用す
るものとします。

・バス乗車促進キャンペーンを行い、「自動車移動80％」かつ「今後も公共交通利用意向なし80％」
の市民意識に少しでも公共交通利用を入り込ませるよう努めます。 

・小学生乗り方教室等のモビリティマネジメント、また、行政区単位での会合で地区の移動実態に合
った公共交通の実現へ向けた議論の場を設けることで、地域に根差した公共交通の実現を図るもの
とします。 

・また、学生割引新運賃の導入等料金システム見直しも図るものとします。

・昭和 30 年代から進展したモータリゼーションは、それまで駅を中心としてきた交通形態も自動車
での移動を前提とした郊外型へ移行してきました。その結果、かつての中心市街地は空洞化し、公
共交通利用が前提とならない街へ変化しています。 

・人口減少は確実に進展しており、歯止め策とともに、移動しやすいコンパクトな市街地がこれから
求められます。そこでまず、公共交通を結節することで自動車移動からの転換を図るものとします。 
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4.3 本市が目指す地域公共交通網の姿 
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①拠点の配置方針 

分類 拠点候補地 まちづくり上の位置づけ 

地 

域 

拠 

点 

地域交通 
拠点 

松橋駅 
・熊本・八代の南北、天草・美里の東西を結ぶ本市の中心

に位置し、JRと路線バスを結節する交通拠点 

小川駅 

・本市南部に位置する鉄道駅であり、近隣にイオンモール

宇城も立地していることから、当該施設とともに、本市

南部の拠点としての機能強化が期待される 

三角駅 

・熊本や松橋と天草を結ぶ唯一の地点で、世界文化遺産三

角西港を有する観光拠点でもある 

・JR とバスが近接しており、生活と観光の交通拠点とし

ての機能を有する 

地域生活 
拠点 

松橋市街地 

・商業施設や医療施設、公共施設など日常生活に必要な主

要施設が立地するとともに、バスターミナルも立地し、

本市の中心的な拠点としての役割を担っている 

イオンモール宇城 

・本市南部に位置し、本市のみならず、八代市方面などか

らも利用がみられる大型商業施設であり、小川駅ととも

に、本市南部の拠点としての機能強化が期待される 

②路線の配置方針 

位置づけ 交通モード 果たすべき役割 主なターゲット 配置方針 

地域間幹線 

JR 

熊本及び八代方面を結ぶ

鹿児島本線と、三角から熊

本方面を結ぶ三角線で構

成され、通勤・通学・観光・

生活等すべての乗客に対

し、定時性・速達性を提供

する 

通勤通学客 

その他市民全般 

観光客 

その他来訪者 

地域拠点である

松橋駅・松橋市街

地あるいは三角

地区と周辺自治

体を結ぶ路線 

路線バス 

主として他都市や駅から

離れた地域及び駅を結び、

通勤・通学・観光・生活の

移動を支える 

地域内幹線 
及び支線 

路線バス 

乗合タクシー 

スクールバス 

タクシー 

本市内における交通拠点

や生活拠点間相互に結ぶ

地域内幹線と、居住地から

各拠点を結ぶ支線からな

り、主に高齢者等の移動を

支える 

その際、既存のスクールバ

スの活用やタクシー等の

移動手段も含めて移動を

支える 

地域の高齢者な

どの通院・買い物

利用 

居住地と最寄り

の地域拠点を結

ぶ路線 
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5.1 計画の目標及び数値目標 

本市が目指す地域公共交通網の実現にあたっては、コンパクト＆ネットワークの概念のもと、交

通拠点（駅）を中心に自宅等からの地域公共交通でのアクセス性向上が必要だと考えます。 

しかし、現在の駅利用者は、自宅から駅までの地域公共交通の利用率が低く、多くが車での送迎

などに依存している状況です。一方で、駅から目的地等までの地域公共交通の利用率は高く、大き

な乖離が生じている状況です。 

こうした状況の中、コンパクト＆ネットワークの概念を実現する数値目標を、交通拠点（駅）と

自宅（目的地）間の移動における地域公共交通の利用率向上と定め、交通拠点（駅）への地域公共

交通の利用率を交通拠点（駅）から自宅（目的地）への地域公共交通の利用率と同程度まで引き上

げます。 

対象 自宅から拠点までの
地域公共交通の利用率 

拠点から自宅（目的地）までの
地域公共交通の利用率 

松橋駅 約 4% 約 15%
小川駅 約 8% 約 20%
三角駅 0％ 約 18%

※平成30年9月 13日（木）の調査結果。 

       松橋駅：路線バス、乗合タクシー 

       小川駅：路線バス、乗合タクシー、無料コミュニティバス 

       三角駅：路線バス、乗合タクシー 

基本方針①  
 交通拠点や医療機関、商業施設等を効率的に結ぶ地域公共交通網を形成し、人口減に対応できるコン
パクトシティ形成の基礎とします 

第５章 計画の目標 

目標 現状 数値目標(2024 年) 
①－1 交通拠点（駅）への地域公共交通の利用率の向上 

松橋駅 約 4% 15%（増加） 
小川駅 約 8% 20%（増加） 
三角駅 0% 18%（増加） 
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路線バスの利用者数は、熊本地震の発生後、大きく減少しましたが、近年では微増（年間約1%

増）の傾向となっています。このまま推移すれば、2024年には約840千人の利用が想定されま

す。 

一方、本市の人口は、H27からH32にかけて59,756人から57,357人へと約4%（年間約

0.8%）の減少が見込まれます。その上、路線再編による運行便数の減少を加味すると、利用者数

は800千人と推測されます。 

しかし、数値目標としては、利用者を減少させないニーズに応じたダイヤ改正や啓発活動により、

840千人以上と設定します。 

※対象とする路線バスは、現在本市を運行している20系統と新規運行系統とします。 

基本方針②  
 導入や存続に基準を設け、メリハリある地域公共交通を目指します 

目標 現状 数値目標(2024 年) 
②－1 路線バスの年間利用者数の増加 799 千人 840 千人以上 

（増加） 
②－2 路線バスに係る補助金額の削減 100,848 千円 80,00０千円以下 

（削減） 
②－3 乗合タクシーの 1便あたり利用者数の増加 1.3 2.1 人/便 全系統2.0人/便以上

（増加） 

基本方針③  
 路線バス等のサービス水準を見直します 

実績値 予測値 目標値

1,128

783 792 799
840800 800 800 800 800

800

700

900

1,100

1,300

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

（千人/年）
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路線バスに係る補助金額は、熊本地震の発生後、大きく増加しましたが、近年ではほぼ横ばいで

推移している状況です。しかし、交通事業者の経営環境の悪化なども背景に、運行単価（1km 走

行するのに必要な運行費用（円/km））は増加しており、将来的には補助金額の増加が懸念される

状況です。 

しかし、数値目標は、路線再編に伴う実車走行キロを削減することで、80,000千円以下としま

す。 

※対象とする路線バスは、現在本市を運行している20系統とし、単価上昇と新規運行系統によ

る増加は考慮しないものとします。 

乗合タクシーの1便あたり利用者数は、系統によってばらつきが生じている状況であり、その結

果として、運行経費に対する運賃収入の割合である収支率に影響をもたらしている状況です。乗合

タクシーは、基本的に複数名が乗り合って利用してもらうことが基本です。 

このような状況の中、数値目標は、乗合タクシーの1便あたり利用者数に関しては、全ての系統

において2人/便以上を設定します。 

28.4
25.3

35.1

21.0

2.0

1.5

2.1

1.3

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0

10

20

30

40

50

海東 戸馳 小野部田 長崎
収支率（％） 1便あたり利用者数（人/便）

（％） （人/便）

90,844
101,383 105,615 100,848 105,000

110,000 115,000
120,000

125,000 130,000

80,000

50,000

70,000

90,000

110,000

130,000

150,000

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
実績値 予測値 目標値

（千円/年）
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本市においては、路線バスでカバーできない駅及びバス停 500m 以遠の地域を交通空白地とし

て位置づけており、26行政区（人口約4,700人）が該当します。 

本市では、交通空白地の居住人口約 4,700 人の 6 割以上を解消し、1,700 人に減少すること

を目標とします。 

この交通空白地（26行政区）の解消に向けて乗合タクシーの導入を検討することとします。 

乗合タクシーの導入にあたっては、下記に示す「乗合タクシー導入検討基準」を満たすことをル

ール化した上で検討を開始することとしますが、加えて運行の継続性を担保するためには、常に乗

車人員を一定程度確保することが必要であることから、各行政区における集落人口や地区の連たん、

地区からの要望の状況を踏まえた上で、優先的検討地区（4 地区、16 行政区）を設定することと

します。 

乗合タクシーの導入に至らなかった場合も、地域公共交通がゼロにならないよう、事業者と協力

してタクシー輸送を確保する体制を整えます。 

〔乗合タクシー導入検討基準〕 

 次の①から⑤をすべて満たすことを導入検討 

の基準とする 

①駅及びバス停から半径 500m 以上離れた

交通空白地であること 

（バス停の廃止等が見込まれる地区も含む） 

②運営に関する地区組織があり、需要予測と

運行に関して地区の合意がなされているこ

と 

③②の構成員に導入を検討する行政区の区長

が含まれること 

④６か月以上の試験運行期間を設けること  

⑤運行経費に対する運賃収入が 30%に満

たない場合、その差額を地区組織で支払

うこと 

基本方針④  
 交通空白地の解消を図ります 

目標 現状 数値目標(2024 年) 
④－1 交通空白地居住人口の減少 4,700 人 1,700 人（削減） 

平成30年3月31日現在

地　　区 行政区 全体人口
うち

６５才以上
高齢化率
（％）

優先的に
検討する地区

1 向　山 63 28 44.4

2 山　田 76 40 52.6 ※

3 千　房 38 15 39.5 ※

4 馬　場 154 66 42.9 ※

5 八　柳 45 19 42.2 ※

6 開　拓 34 13 38.2 ※

7 古　場 116 47 40.5 ※

8 底　江 112 35 31.3 ※

　計 638 263 41.2

9 椋　倉 1 1 100

10 新　村 58 28 48.3 ※

11 浦　上 134 58 43.3 ※

12 古屋敷 74 32 43.2

　計 267 119 44.6

13 御　船 235 85 36.2 ※

14 砂　川 334 125 37.4 ※

15 沖　塘 150 50 33.3 ※

16 六地蔵 64 25 39.1

17 北萩尾 238 92 38.7

18 内　田 378 151 39.9

　計 1,399 528 37.7

19 南新田 306 101 33

20 新　田 289 122 42.2

21 下住吉 200 56 28

22 不知火 60 16 26.7

　計 855 295 34.5

23 下　郷 830 336 40.5 ※

24 中　間 238 125 52.5 ※

25 下上郷 296 118 39.9 ※

26 上上郷 198 80 40.4 ※

　計 1,562 659 42.2

4,721 1,864 39.5

3,048 1,240 40.7

59,928 19,069 31.8

交通空白地(駅・バス停500m以遠)居住人口

地区（26行政区）　計

宇城市　計

三角地区
(8行政区)

不知火地区
(4行政区)

松橋地区
(6行政区)

小川地区
(4行政区)

豊野地区
(4行政区)

※優先的な検討地区16行政区　計
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現在、65歳以上の高齢者の地域公共交通（路線バスもしくは乗合タクシー）の利用割合は約17%

となっています。 

 一方、当市のバス利用者数は、2019 年から 2024 年までに年 1%増加する目標としているこ

とから、高齢者の地域公共交通利用率も同様に6%増の23%を目標とします。 

 高齢化が進展する今後においては、地域公共交通の必要性が一層増加するものと考えられるため、

免許返納を促進させるためにも、免許返納者等高齢者や障がい者を支える地域公共交通の導入を図

り、利用率の増加を目指します。 

17.0

28.6

83.0 

71.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上

65歳以上の免許返納者

路線バスと乗合タクシーのどちらか利用 全く利用しない

N=14

N=241

出典：住民アンケート調査結果 

基本方針⑤  
 免許返納者等高齢者や障がい者を支える地域公共交通の導入を図ります 

目標 現状 数値目標(2024 年) 
⑤－1 65 歳以上の高齢者の地域公共交通利用率の 
     向上 

17％ 23％（増加） 
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 現在、市民の公共交通を維持するための協力として、「利用できそうな時は、なるべく公共交通

を利用するようにする」及び「今以上に公共交通を利用する回数を増やす」との回答が合わせて約

65%を占めており、地域公共交通の維持に対し、何らかの協力をしたいと思っている市民が多く

います。 

 そのため、利用促進活動など、地域公共交通を維持するために、自ら利用して守るという意識の

醸成を目指します。 

 数値目標は、目標⑤-1の利用率約6%増加と同等とし、現状65%を6%増の約 71%と設定し

ます。 

58.6 

6.7 

6.1 

9.0 

8.2 

22.0 

59.0 

11.1 

5.6 

6.9 

8.3 

26.4 

65.8 

4.5 

4.5 

8.4 

7.1 

20.6 

59.0 

6.4 

6.4 

9.5 

7.5 

19.3 

55.6 

7.1 

6.6 

9.1 

9.1 

22.7 

49.2 

3.2 

7.9 

12.7 

11.1 

27.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用できそうな時は、なるべく公共交通を利用するよう

にする

今以上に公共交通を利用する回数を増やす

公共交通を維持するための寄付等に協力する

地域の行事等での団体移動で公共交通を利用するな

ど、利用促進を図る活動に参加する

その他

無回答

全 体(n=953)

三角町(n=144)

不知火町(n=155)

松橋町(n=388)

小川町(n=198)

豊野町(n=63)

出典：住民アンケート調査結果 

目標 現状 数値目標(2024 年) 
⑥－1 市民の地域公共交通に対する意識（市全体）
     の向上 

約 65% 約 71％（向上） 

基本方針⑥  
 地域公共交通を利用して守る意識の醸成を図ります 
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5.2 目標達成のための施策・事業 

目標達成に向けた施策・事業は以下のとおりです。 

○三角地域における路線バス再編 
○三角 松橋線の見直し
○松橋駅を拠点とした路線バスの見直し 

①路線バスの見直し・再編 

目標値 

②-1 路線バスの年間利用者数の増加 
②-2 路線バスに係る補助金額の削減 
②-3 乗合タクシーの 1 便あたり利用者

数の増加 

基 本 
方針② 

導入や存続に基準を設け、メリハリある地
域公共交通を目指します 

基 本 
方針③ 

路線バス等のサービス水準を見直します 

基 本 
方針④ 

交通空白地の解消を図ります 

目標値 ④-1 交通空白地居住人口の減少 

基 本 
方針⑤ 

免許返納者等高齢者や障がい者を 
支える地域公共交通導入を図ります 

目標値 
⑤-1 65 歳以上の高齢者の地域公共

交通利用率の向上 

基 本 
方針⑥ 

地域公共交通を利用して守る意識の 
醸成を図ります 

目標値 
⑥-1 市民の地域公共交通に対する 

意識（市全体）の向上 

基 本 
方針① 

交通拠点や医療機関、商業施設等を効
率的に結ぶ地域公共交通網を形成し、
人口減に対応できるコンパクトシティ形成
の基礎とします 

目標値 
①-1 交通拠点（駅）への地域公共 

交通の利用率の向上 

○導入基準に基づく乗合タクシー等を活用した新たな地域
公共交通の導入 

○乗合タクシー存廃検討基準に基づく既存乗合タクシーの
運行内容等の見直し 

②乗合タクシーの見直し・導入 

○松橋駅の交通結節機能強化 
○市街地や観光地を回遊する新たな地域公共交通の導
入 

○イオンモール宇城の交通結節機能強化 

③駅等を拠点とした交通結節機能の強化 

○既存施設等を活用した交通（乗換）拠点の創出 
○既存交通（快速あまくさ号、戸馳地区乗合タクシー）
の観光等への活用 

○スクールバスの有効活用 

④既存ストック等を活用した新たな地域公共交通 
システムの検討・導入 

○市民等を対象とした地域公共交通乗り方教室の実施 
○地域公共交通マップの作成と情報の提供 
○料金システムの見直し 
○路線バスと乗合タクシーを活用した観光ルート等の構築 
○免許返納者への公共交通利用促進 

⑤路線バス・乗合タクシーの利用促進 

施策・事業 
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目標達成のための施策・事業に関して、市全体（各町共通）で取り組む事項と各町で取り組む事

項は以下のとおりです。 

施策・事業 
市全体（各町共通） 

三 角 町 不 知 火 町 

①路線バスの 
見直し・再編 

－

○三角地域おける路線バス再編 
○三角 松橋線の見直し

○三角 松橋線の見直し

②乗合タクシーの 
見直し・導入 

○導入基準に基づく乗合タクシー等を活用した新たな地域公共交通の導入 

○乗合タクシー存廃検討基準に基づ
く既存乗合タクシーの運行内容等
の見直し 

○乗合タクシー存廃検討基準に基
づく既存乗合タクシーの運行内容
等の見直し 

③駅等を拠点とした 
交通結節機能の 
強化 

－

－ －

④既存ストック等を活 
用した新たな地域 
公共交通システムの 
検討・導入 

○既存施設等を活用した交通（乗換）拠点の創出 

○既存交通（快速あまくさ号、戸馳
地区乗合タクシー）の観光等への
活用 

○スクールバスの有効活用 

○スクールバスの有効活用 

⑤路線バス・乗合 
タクシーの利用促進

○市民等を対象とした地域公共交通乗り方教室の実施 
○地域公共交通マップの作成と情報提供 
○料金システムの見直し 
○免許返納者への公共交通利用促進 
○路線バスと乗合タクシーを活用した
観光ルート等の構築 －
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施策・事業 
市全体（各町共通） 

松 橋 町 小 川 町 豊 野 町 

①路線バスの 
見直し・再編 

－

○松橋駅を拠点とした 
路線バスの見直し 

－ －

②乗合タクシーの 
見直し・導入 

○導入基準に基づく乗合タクシー等を活用した新たな地域公共交通の導入 

－

○乗合タクシー存廃検討
基準に基づく既存乗合
タクシーの運行内容等
の見直し 

－

③駅等を拠点とした 
交通結節機能の 
強化 

－

○松橋駅の交通結節機
能強化 

○市街地や観光地を回
遊する新たな地域公共
交通の導入 

○イオンモール宇城の交
通結節機能強化 

－

④既存ストック等を活 
用した新たな地域 
公共交通システムの 
検討・導入 

○既存施設等を活用した交通（乗換）拠点の創出 

－ －

○スクールバスの有効 
活用 

⑤路線バス・乗合 
タクシーの利用促進

○市民等を対象とした地域公共交通乗り方教室の実施 
○地域公共交通マップの作成と情報提供 
○料金システムの見直し 
○免許返納者への公共交通利用促進 

－ － －
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基本方針 ①交通拠点や医療機関、商業施設等を効率的に結ぶ地域公共交通網を形成し、人
口減に対応できるコンパクトシティの基礎とします 

②導入や存続に基準を設け、メリハリある地域公共交通を目指します 
③路線バス等のサービス水準を見直します 
⑤免許返納者等高齢者や障がい者を支える地域公共交通の導入を図ります 
⑥地域公共交通を利用して守る意識の醸成を図ります 

関連目標 ①-1 交通拠点（駅）への地域公共交通の利用率の向上 
②-1 路線バスの年間利用者数の増加 
②-2 路線バスに係る補助金額の削減 
⑤-1 65 歳以上の高齢者の地域公共交通利用率の向上 
⑥-1 市民の地域公共交通に対する意識（市全体）の向上 

【実施主体及び事業スケジュール】 

実施主体 
事業スケジュール 

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度

市 

交通事業者 

周辺市町 

市民 

【具体的内容】 

・事業箇所 ：市全域（特に、三角町、不知火町、松橋町）及び周辺市町 

・事業内容 ： 

既存の路線バスを対象に、運行効率性向上などを目的に、以下に示す、「路線バス存廃

検討基準」を設定し、個々の路線バスに関して利用促進対策等を一定期間（１年間程度）

実施し、効果が現れない場合、見直し等を行います。なお、周辺市町を跨いだ路線バスに

関しては、周辺市町と協議等を行いながら検討を行います。 

〔路線バス存廃検討基準〕 

次のいずれかに該当する系統については、存廃等について検討を開始するものとする。 

①平均乗車密度が1.0人に満たない系統 

②1日あたり輸送人員が５.0人に満たない系統 ※国庫補助におけるみなし運行回数を参考とした 

※平均乗車密度は、路線バスの起点から終点までに平均して乗車していた人数を示し、1.0人未満ということは誰も利用してい

ない区間が存在することを表します。1日あたり輸送人員は平均乗車密度×1日あたり運行回数より算出。 

①路線バスの見直し・再編 

検討 

検討 

検討 

評価・検証・見直し 

検討結果をもとに実施 

検討 利用促進等の協力 

評価・検証・見直し 
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〔路線バス存廃検討基準に基づく評価結果〕 

◎宇城市路線バス一覧（H30） 単位：人

1 産交バス㈱ 松橋駅前 山崎橋 堅志田（旧道 砥用中央 1.7 18.1

2 産交バス㈱ 宇土本町２丁目 山崎橋 堅志田（旧道 砥用中央 2.2 2.2

3 産交バス㈱ 松橋産交 宮原 八代駅前 八代産交 1.4 14.2

4 産交バス㈱ 松橋産交 鏡四つ角 海士ヶ江 八代産交 0.9 7.7

5 産交バス㈱ 松橋産交 済生会病院 県庁前 交通センター 2.7 7.8

6 産交バス㈱ 三角産交 三角西港公園 登立 さんぱーる 0.6 7.0 ｽｸｰﾙ※

7 産交バス㈱ 三角病院 岩谷入口 大矢野庁舎 さんぱーる 1.5 9.7 ｽｸｰﾙ※

8 産交バス㈱ 松橋産交 大口 三角病院 三角産交 0.8 7.1 ｽｸｰﾙ

9 産交バス㈱ 大口 黒崎（三角 三角病院 三角産交 0.9 3.1 ｽｸｰﾙ

10 産交バス㈱ 三角産交 東港 赤瀬（三角） 宇土駅前 0.7 5.2 ｽｸｰﾙ▲

11 産交バス㈱ 三角産交 東港 三角西港前 小田良 0.7 2.8 ｽｸｰﾙ

12 産交バス㈱ 三角産交 黒崎 際崎 三角産交 0.9 3.1 ｽｸｰﾙ

13 九産交バス㈱ 県会議事堂前 川尻市道 宇土駅前 松橋産交 9.3 53.0

14 九産交バス㈱ 水道町 川尻市道 宇土駅前 松橋産交 6.7 10.5

15 九産交バス㈱ 交通センター 川尻市道 宇土駅前 松橋産交 2.2 70.4

16 九産交バス㈱ 交通センター 川尻町 国町 松橋産交 5.6 55.8

17 熊本バス㈱ 交通センター 田迎 城南 段鶴 4.1 8.2

18 熊本バス㈱ 交通センター 田迎 城南 下安見 9.8 4.9

19 熊本バス㈱ 中の瀬車庫 クレア 城南 松橋駅 0.8 0.4

20 熊本バス㈱ 交通センター 田迎 城南 松橋駅 3.5 16.1

会社名

運行ルート

起点 経由地１ 経由地２ 終点

H30
乗車密度

ｽｸｰﾙ
利用

H30
1日当たり
輸送人員

〔基準該当系統への対応〕 

  路線バス存廃検討基準に該当した系統については、まず、下記の利用促進対策を行う。 

   ①利用者増のための対策を講じる（キャンペーン等） 

   ②利用実態等を把握し、ニーズに応じたダイヤ等設定を行う。 

   ③①、②を施し一定期間（目安:１年間）経過してもなお基準に該当する場合、減便や廃止を

協議会の議決等を経て決定する。 

路線バスの見直し・再編の施策・事業は、具体的には、以下のとおりです。 

○三角地域における路線バス再編 
・三角地域では、「路線バス存廃検討基準」の要件を満たさない系統が多く存在する一

方、スクールバスとしての役割を担う路線が多く存在します。また、路線バスでカ

バーできない地域（戸馳地区）においてはスクールバスが運行しています。 

・そのため、路線バス利用児童のスクールバス利用への転換、その他スクールバスの

空き時間等を活用した一般利用者へのサービス提供など、エリア全体における路線

バスの再編を行います。 

○三角 松橋線の見直し
・併せて、三角～松橋線を対象に運行本数や運行区間、運賃など、運行内容の見直し

を行います。 

○松橋駅を拠点とした路線バスの見直し 
・松橋町においては、松橋駅を拠点に鉄道と路線バスの役割分担等を明確にし、松橋

駅への既存路線バスの乗り入れなどの再編を行います。 

※は上天草市のｽｸｰﾙ利用 

▲は本市と宇土市のｽｸｰﾙ利用 

市資料 

全20系統中 

・要件に該当する系統は９ 

・うち、スクール利用は７ 

※2は 1のみなし系統のため除外

・特に両要件に該当する４系統

（9,11,12,19）は、早急な対

策を講じる 
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基本方針 ②導入や存続に基準を設け、メリハリある地域公共交通を目指します 
④交通空白地の解消を図ります 
⑤免許返納者等高齢者や障がい者を支える地域公共交通の導入を図ります 
⑥地域公共交通を利用して守る意識の醸成を図ります 

関連目標 ②-3 乗合タクシーの 1便あたり利用者数の増加 
④-1 交通空白地居住人口の減少 
⑤-1 65 歳以上の高齢者の地域公共交通利用率の向上 
⑥-1 市民の地域公共交通に対する意識（市全体）の向上 

【実施主体及び事業スケジュール】 

実施主体 
事業スケジュール 

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度

市 

交通事業者 

市民 

【具体的内容】 
・事業箇所 ：市全域 

・事業内容 ： 

○導入基準に基づく乗合タクシー等を活用した
新たな地域公共交通の導入 

・交通空白地の解消を目的に、P89

で設定した導入基準を基に、地域

住民のニーズ等を踏まえながら、

乗合タクシー等を活用した新たな

地域公共交通の確保に向けた検討

を行います。対象地区は、右表で

示すとおり、集落人口や地区の連

たん、地区の要望の状況等を踏ま

えて優先的検討地区として４地区

16行政区とします。検討開始に同

意を得た地区から、順次乗合タク

シーの導入を検討します。 

なお、その他行政区においても、

P89 で示した導入検討基準を満

たした場合は、随時検討を行いま

す。 

平成30年3月31日現在

地　　区 行政区 全体人口
うち

６５才以上
高齢化率
（％）

優先的に
検討する地区

1 向　山 63 28 44.4

2 山　田 76 40 52.6 ※

3 千　房 38 15 39.5 ※

4 馬　場 154 66 42.9 ※

5 八　柳 45 19 42.2 ※

6 開　拓 34 13 38.2 ※

7 古　場 116 47 40.5 ※

8 底　江 112 35 31.3 ※

　計 638 263 41.2

9 椋　倉 1 1 100

10 新　村 58 28 48.3 ※

11 浦　上 134 58 43.3 ※

12 古屋敷 74 32 43.2

　計 267 119 44.6

13 御　船 235 85 36.2 ※

14 砂　川 334 125 37.4 ※

15 沖　塘 150 50 33.3 ※

16 六地蔵 64 25 39.1

17 北萩尾 238 92 38.7

18 内　田 378 151 39.9

　計 1,399 528 37.7

19 南新田 306 101 33

20 新　田 289 122 42.2

21 下住吉 200 56 28

22 不知火 60 16 26.7

　計 855 295 34.5

23 下　郷 830 336 40.5 ※

24 中　間 238 125 52.5 ※

25 下上郷 296 118 39.9 ※

26 上上郷 198 80 40.4 ※

　計 1,562 659 42.2

4,721 1,864 39.5

3,048 1,240 40.7

59,928 19,069 31.8

交通空白地(駅・バス停500m以遠)居住人口

地区（26行政区）　計

宇城市　計

三角地区
(8行政区)

不知火地区
(4行政区)

松橋地区
(6行政区)

小川地区
(4行政区)

豊野地区
(4行政区)

※優先的な検討地区16行政区　計

②乗合タクシーの運行内容等の見直し 

適宜検討、評価・検証・見直し 

適宜実施 

検討及び利用促進等に際しての協力 
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〔乗合タクシー等を活用した新たな地域公共交通の確保を優先的に検討する地区：  〕 

○乗合タクシー存廃検討基準に基づく既存乗合タクシーの運行内容等の見直し 

・既存乗合タクシーの運行効率性の向上さらには利用促進を目的に、運行内容等の見

直しや利用促進等に取り組みます。具体的には、以下に示す通り、「乗合タクシー存

廃検討基準」を設定し、基準達成に向けた取組を行います。 

例）乗合タクシーの運行内容等の見直し手順 

  ①地区座談会の実施（現状説明及びルートや発時刻、目的等要望調査） 

②ニーズに応じたルート・ダイヤ等変更 

③効果測定 

④１年程度で下記基準を超える効果が現れない場合、存廃について検討。 

〔乗合タクシー存廃検討基準〕 

次のいずれにも該当する系統 

①運行経費に対する運賃収入が25%に満たない系統 

②1便あたりの輸送人員が1.5 人に満たない系統 

乗合タクシー実績（H29年度）に基づく存廃検討基準 

海東 戸馳 小野部田 長崎

利用者数 4,129 1,654 594 45

便数 2,024 1,068 288 40

利用者数/便 2.0 1.5 2.1 1.1

経費 4,880,500 2,085,500 449,050 42,900

運賃収入 1,383,950 527,850 157,400 9,000

収益率 28.4% 25.3% 35.1% 21.0%
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基本方針 ①交通拠点や医療機関、商業施設等を効率的に結ぶ地域公共交通網を形成し、人
口減に対応できるコンパクトシティの基礎とします 

②導入や存続に基準を設け、メリハリある地域公共交通を目指します 
③路線バス等のサービス水準を見直します 
⑤免許返納者等高齢者や障がい者を支える地域公共交通の導入を図ります 

関連目標 ①-1 交通拠点（駅）への地域公共交通の利用率の向上 
②-1 路線バスの年間利用者数の増加 
②-2 路線バスに係る補助金額の削減 
②-3 乗合タクシーの 1便あたり利用者数の増加 
⑤-1 65 歳以上の高齢者の地域公共交通利用率の向上 

【実施主体及び事業スケジュール】 

実施主体 
事業スケジュール 

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度

市 

交通事業者 

関連事業者 

【具体的内容】 

・事業箇所 ：松橋町、小川町 

・事業内容 ： 

駅等の拠点への交通結節性（アクセス性）強化を目的に、交通拠点である駅等（松橋駅、

小川駅、三角駅）を対象とした地域公共交通相互の結節機能強化を行います。 

交通結節機能強化に向けた施策・事業は、具体的には、以下のとおりです。 

○松橋駅の交通結節機能強化 

・松橋駅では八代方面や三角方面を結ぶ路線バスの松橋駅への乗入を検討すると同時

に、宇城市「駅まち☆未来創生会議」でも提言された交通結節機能を高める関連施

設の設置に向けた検討を進めます。検討に際しては、エリアを松橋駅～松橋産交付

近の松橋中心部とし、民間のノウハウや資金を最大限に生かせる方策を検討します。 

③駅等を拠点とした交通結節機能の強化 

検討 

検討 

検討 

評価・検証・見直し 

検討結果をもとに実施 

検討結果をもとに実施 
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○市街地や観光地を回遊する新たな地域公共交通の導入 
・松橋市街地の回遊性向上、さらには松橋駅の交通結節機能強化を目的に、松橋市街

地を対象に、市街地内の主要施設等を回遊する新たな地域公共交通の導入に向けて

検討します。併せて、市街地内のゾーン均一料金化など、運賃面における利便性向

上策についても検討します。 

【路線設定の方針イメージ】 
・拠点となる松橋駅や市街地を結び、移動利便性を向上させる。 

・路線バスの主な利用者である高齢者や学生のニーズに対応するため、主要な病院や

学校へのアクセスを確保する。 

・可能な限り既存の路線バスと重複しないルートを設定する。 

○イオンモール宇城の交通結節機能強化 

・イオンモール宇城の交通結節機能強化を目的に、既存路線バスの乗入やイオンモー

ル宇城が独自に運行している無料コミュニティバスから乗合タクシーへの乗り継ぎ

等を想定したダイヤ設定、待合環境の充実を図ります。 
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基本方針 ②導入や存続に基準を設け、メリハリある地域公共交通を目指します 
③路線バス等のサービス水準を見直します 
④交通空白地の解消を図ります 
⑤免許返納者等高齢者や障がい者を支える地域公共交通の導入を図ります 

関連目標 ②-1 路線バスの年間利用者数の増加 
②-2 路線バスに係る補助金額の削減 
②-3 乗合タクシーの 1便あたり利用者数の増加 
④-1 交通空白地居住人口の減少 
⑤-1 65 歳以上の高齢者の地域公共交通利用率の向上 

【実施主体及び事業スケジュール】 

実施主体 
事業スケジュール 

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度

市 

交通事業者 

教育委員会 

関連事業者 

【具体的内容】 

・事業箇所 ：市全域（特に、三角町、不知火町、豊野町） 

・事業内容 ： 

○既存施設等を活用した交通（乗換）拠点の創出 

・交通（乗換）拠点の創出を目的に、既存の施設（公共施設、コンビ二等）を活用し

た交通（乗換）拠点等の整備や待合環境の確保を検討します。 

○既存交通（快速あまくさ号、戸馳地区乗合タクシー）の観光等への活用 

・観光客などの来訪者をターゲットに、三角駅等で戸馳地区の乗合タクシーを、三角

西港等で快速あまくさ号への乗換を促進するなど、既存交通の他用途への活用につ

いて検討します。 

○スクールバスの有効活用 

・路線バスの運行効率性の向上や市民の移動手段の確保を目的に、路線バスとスクー

ルバスの役割分担を明確にした上で、各地域の小中学校で運行されているスクール

バスの地域公共交通への活用（スクールバスへの一般混乗、スクールバスの空き時

間の活用など）について検討します。 

④既存ストック等を活用した新たな地域公共交通システムの検討・導入 

検討 

検討 

検討 

検討 実施にあたっての協力 

実施にあたっての協力 

検討結果をもとに実施 

評価・検証・見直し 
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基本方針 ②導入や存続に基準を設け、メリハリある地域公共交通を目指します 
③路線バス等のサービス水準を見直します 
⑤免許返納者等高齢者や障がい者を支える地域公共交通の導入を図ります 
⑥地域公共交通を利用して守る意識の醸成を図ります 

関連目標 ②-1 路線バスの年間利用者数の増加 
②-2 路線バスに係る補助金額の削減 
②-3 乗合タクシーの 1便あたり利用者数の増加 
⑤-1 65 歳以上の高齢者の地域公共交通利用率の向上 
⑥-1 市民の地域公共交通に対する意識（市全体）の向上 

【実施主体及び事業スケジュール】 

実施主体 
事業スケジュール 

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度

市 

交通事業者 

市民 

観光関係者 

【具体的内容】 
・事業箇所 ：市全域、一部三角町のみ 

・事業内容 ： 

○市民等を対象とした地域公共交通乗り方教室の実施 

・市民の地域公共交通の利用促進や地域公共交通に対する意識の醸成を目的に、小中

学生や高齢者を対象としたバスや乗合タクシーなどの地域公共交通乗り方教室を実

施します。その他、地域公共交通への意識啓発を目的に、広報紙への掲載やキャン

ペーンの実施等を行います。 

○地域公共交通マップの作成と情報提供 

・市民の地域公共交通の利用促進を目的に、地域公共交通に関する情報（路線図、運

行ダイヤ、運賃、乗り方、乗り継ぎに関する情報）を分かりやすく掲載した地域公

共交通マップを作成します。また、交通（乗換）拠点等の整備・待合環境の向上事

業の一環として、バスのりばでは乗り継ぎ方法や運賃を表示し、来訪者等の移動の

選択肢を広げます。 

⑤路線バス・乗合タクシーの利用促進 

検討 実施にあたっての協力 

一部は検討、評価・検証・見直し 

適宜実施 

検討及び実施に際しての協力 
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○料金システムの見直し 

・高校生を中心とした学生の路線バスの利用促進を目的に、新たな運賃体系（学生割

引運賃など）を検討します。また、近隣市町の料金体系との協調や利用促進策とし

てのわかりやすい運賃体系についても検討を進めます。 

○路線バスと乗合タクシーを活用した観光ルート等の構築 

・観光客の地域公共交通の利用促進を目的に、観光客の来訪が多い三角エリアにおい

て、路線バスと乗合タクシーを活用した観光ルート等の構築を検討します。 

○免許返納者への公共交通利用促進 

・熊本県内では、バス事業者の取り組みとして免許返納者割引乗車証を発行し、割引

運賃でバス等に乗車することができます。この仕組みの補完を目的とし、免許返納

者に ICカード等を配布し、安心して免許返納できる環境を整えます。 
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（1）実施体制 

 本計画の達成状況の評価は、本計画の法定協議会である「宇城市地域公共交通活性化協議会」に

おいて、計画期間の年度毎に、各施策・各事業の検討状況及び実施状況等の報告・検証・協議を行

い、計画の着実な進捗に向けたフォローアップを行います。 

 また、計画の推進にあたっては、自治体のみならず、交通事業者や市民にも積極的に携わってい

ただき、協働のもと取り組んで行きます。 

（2）達成状況の評価と見直し 

 本計画は、地域公共交通を取り巻く環境を踏まえ適宜内容を見直すとともに、施策・事業実施後

においては、検証・評価を実施し、6年後の目指す地域公共交通の将来像や目標達成に向けてPDCA

を実践し、取り組んでいきます。 

第６章 計画の達成状況の評価 

宇城市地域公共交通活性化協議会 

・地域の現状及び課題の把握 

・目標達成に向けた施策・事業の実施 

・PDCAサイクルによる事業進捗の評価 

市 民 

周 辺 市 町 

協
働

連 携 

計画 

（Plan） 

実施・実行 

（Do） 

点検・評価 

（Check） 

改善 

（Action） 

PDCA サイクル 
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（3）評価指標の評価方法 

（2）に示した PDCA サイクルによる評価を踏まえ、2024 年度に最終評価を実施しますが、

施策・事業の実施状況及びその効果、改善の方向性等を把握することを目的に、毎年度、進捗状況

のモニタリングを実施し、目標達成に向けて取り組んでいきます。 

目  標 評価時期・評価方法 

①－1 交通拠点（駅）への地域公共交通
の利用率の向上 

【評価時期】2024 年度 
【評価方法】交通拠点（駅）への地域公共交通の利用率

増加の達成状況を確認するため、駅利用者ア
ンケート調査等を実施し、効果及び改善策等
について検討します。 

②－1 路線バスの年間利用者数の増加 【評価時期】毎年 
【評価方法】交通事業者から提供される系統別利用者数

を確認し、その傾向や利用者の属性等を踏ま
え、効果及び改善策等について検討します。 

②－2 路線バスに係る補助金額の削減 【評価時期】毎年 
【評価方法】交通事業者から提出される補助金申請書類

等を確認し、効果及び改善策等について検討
します。 

②－3 乗合タクシーの 1 便あたり利用者数の
増加 

【評価時期】毎年 
【評価方法】交通事業者から提供される利用状況を確認

し、その傾向や利用者の属性等を踏まえ、効
果及び改善策等について検討します。 

④－1 交通空白地居住人口の減少 【評価時期】2024 年度 
【評価方法】地域公共交通の導入状況等を確認し、効果

及び改善策等について検討します。 

⑤－1 65歳以上の高齢者の地域公共交通
利用率の向上 

【評価時期】2024 年度 
【評価方法】市民アンケート調査等を実施し、効果及び改

善策等について検討します。 

⑥－1 市民の地域公共交通に対する意識
（市全体）の向上 

【評価時期】2024 年度 
【評価方法】市民アンケート調査等を実施し、効果及び改

善策等について検討します。 


